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最も有名な野生植物の一つであろ
う。その名は花の形・大きさを表わ
す良い名といえる。
兜型の花は、長さ約３～４㎝で美
しい紫色をしている。しかし、これ
は実はガクで、花弁は中にしまい込
まれて外からは見えない。
トリカブトが有毒であることは有
名だが、その毒性は強く、フグ毒に
次ぐとも言われる。春の若芽を誤っ
て食べて中毒になった例もあり、注
意が必要。
オクトリカブトは北日本に多く、
林や草原に生える。

コガネムシ亜科に属する大型甲虫
目。インドから朝鮮半島、台湾に分
布。国内では本州、四国、九州、沖
縄本島、久米島、瀬底島などに見ら
れ、北海道の分布は人が持ち込んだ
ためと言われている。
盛夏に出現し、好んで樹液に集ま
る。長岡周辺では平野部に多く、夜
間、灯火に集まる。カブトムシ亜科
は他にコカブトムシが知られ、以前
紹介したことがあるが、固体数は少
ない。

長
岡
の
男
子
の
中
等
教
育
は
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
設
立

さ
れ
た
長
岡
洋
学
校
で
始
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
女
子
の
中
等
教

育
機
関
は
、
明
治
二
十
年
代
初
め

ま
で
長
岡
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

星
野
嘉
保
子
は
、
長
岡
で
初
め

て
本
格
的
に
女
性
の
教
育
に
取
り

組
ん
だ
人
で
す
。
明
治
二
十
二
年

に
、
坂
之
上
町
に
独
力
で
私
立
長

岡
女
学
校
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
教
育
目
標
は
、
立
派
な
良

妻
賢
母
の
女
性
を
育
成
す
る
こ
と

で
し
た
。
授
業
で
は
裁
縫
が
中
心

で
、
読
書
・
算
術
・
漢
学
も
学
び
、

特
に
精
神
修
養
、
女
性
の
品
格
を

高
め
る
た
め
に
と
『
女
大
学
』（
女

性
の
修
身
斉
家
の
心
得
を
か
な
で

記
し
た
江
戸
時
代
の
書
）
を
教
材

に
し
ま
し
た
。

星
野
嘉
保
子
は
明
治
三
十
七
年

に
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
意
志

は
引
き
継
が
れ
、
私
立
長
岡
女
学

校
は
大
正
十
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

星
野
嘉
保
子
の
碑
は
、
悠
久
山

公
園
の
桜
山
を
少
し
登
っ
た
場
所

に
あ
り
ま
す
。
大
正
十
二
年
に
星

野
嘉
保
子
ゆ
か
り
の
同
窓
、
縁
故

の
人
た
ち
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

碑
の
正
面
に
は
「
以
成
肅	
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之

徳
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
つ

し
み
深
く
穏
や
か
な
徳
（
恵
み
）

の
人
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。

女
性
の
初
等
教
育
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
時
代
に
中
等
教
育
の
た

め
に
学
校
を
設
立
し
た
星
野
嘉
保

子
。
木
々
の
な
か
に
ひ
っ
そ
り
と

建
つ
碑
か
ら
は
、
そ
の
温
良
、
高

潔
な
性
格
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

▲星野嘉保子の碑（悠久山公園）
碑の高さは約１ｍ。碑と一緒に建立され

た銅像は、第２次世界大戦の際に供出され
てしまい、今は碑と「故星野嘉保子女史銅
像」と刻まれた標柱のみが残されています。
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～ノーマイカーデーに参加しよう～
「ノーマイカーデー」は、通勤

で自家用車を利用している人が、
自分の車を使わず、バスや電車を
利用したり、自転車や徒歩あるい
は相乗り乗車で通勤する日のこと
をいいます。
長岡市では、昨年から全市で、

この運動に取り組んでいます。

なぜ、
ノーマイカーデーが必要なの？

市内では、朝夕の通勤・通学時
間帯に、信濃川に架かる橋の付近
や中心市街地などで慢性的に交通
渋滞が発生しています。

渋滞を解消するために、道路の
整備や信号機の改良など、様々な
対策を続けていますが、増加する
車の台数に追いつけず、なかなか
効果が現れていません。
また、地球温暖化の原因といわ

れている二酸化炭素は、自動車か

ら排出されるものが最も多く、特
に、渋滞による低速走行時は通常
の約２倍の発生量になることから、
環境を守るためにも、渋滞解消の
取り組みが求められています。
これらの問題を解決しようと、

ノーマイカーデーが始まりました。

今年の「一斉ノーマイカーデー」
は、９月20日（金曜日）

昨年は2,300人が参加しました。
これにより、長岡市民が１日に排
出する二酸化炭素の0.4％を削減し
た計算になります。
より多くのみなさんに参加して

いただき、将来は、「月に１度のノ
ーマイカーデー運動」につなげて
いきたいと思っています。
ぜひ、みんなで参加しましょう。

8平成11年８月～12
年７月に環境家計簿
を記入した新潟県内
633世帯のデータでも、
家庭から排出される
二酸化炭素は、ガソ
リン使用によるもの
がトップでした。

１世帯から排出される二酸化炭素の内訳
（１世帯の年間9:;排出量は10,230㎏）

▲長生橋東詰での朝の渋滞
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き
ま
し
た
。
計
画
に
賛
成
の
ご
意
見
は
四

十
二
件
、
反
対
の
ご
意
見
は
十
四
件
、
そ

の
他
の
ご
意
見
が
二
十
七
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

賛
成
の
多
く
は
「
周
辺
か
ら
人
が
集
ま

っ
て
く
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
」「
映
画
館
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
施
設
」
を
希
望
す
る
ご
意
見
で
し

た
。
ま
た
、「
お
年
寄
り
な
ど
を
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
福
祉
施
設
」
な
ど
を
望
む
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

反
対
意
見
と
し
て
は
、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
中
心
市
街
地
が
衰

退
す
る
」「
森
林
公
園
が
ほ
し
い
」
な
ど
と

い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
ご
意
見
で
は
、「
民
間
の
責

任
で
整
備
し
、
税
金
の
投
入
は
し
な
い
こ

と
」
と
い
う
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
全
て
委
員
会
に
報

告
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
最
終
的
な
意
見
集
約
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◇

◇

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

市
民
全
体
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
、
開
発

者
（
土
地
所
有
者
）
で
あ
る
室
町
産
業
㈱

と
長
鐡
工
業
㈱
に
対
し
て
必
要
な
要
請
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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a
b
c
d

一
方
、
市
で
は
、
大
手
大
橋
西
詰
交
差

点
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
対
策
に
つ
い
て
従

来
か
ら
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
手
大
橋
西
詰
交
差
点
（
丁

字
路
）
を
十
字
路
に
し
て
市
営
陸
上
競
技

場
側
に
抜
け
る
道
路
（
別
図
の
①
赤
色
部

分
）
と
千
秋
が
原
地
区
か
ら
直
接
陸
上
競

技
場
側
に
抜
け
る
道
路
（
別
図
の
②
青
色

部
分
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
手
大
橋
の
四
車
線
化
整
備
の

促
進
に
つ
い
て
も
、
県
に
対
し
て
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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委
員
会
や
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ

と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
で

あ
る
第
二
次
新
長
岡
発
展
計
画
お
よ
び
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
「
ま
ち
の
顔
」

で
あ
る
中
心
市
街
地
と
千
秋
が
原
・
古
正

寺
地
区
を
、
都
心
地
域
と
副
心
地
域
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
都
心
地
域
の
再
生

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
様
々
な
中
心
市
街
地
活

性
化
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
市
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇

◇

な
お
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
節

目
ご
と
に
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
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本検討委員会では、この地区の整備のあり方について、グラ
ンドコンセプトとなる「キーワード」を定め、それに基づき個
別の計画に関する検討を実施した。
キーワードは次に示すとおりであり、あえてひとつには集約
していないが、それぞれの目指す方向性は概ね同一であると考
えている。
●456789:;<=>?9@ABC;DEBFG@HEBI
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● 建築物については、信濃川の景観に調和するデザインとし、
特に高さについては十分配慮すること

●各施設の区画ごとに植栽等による十分な緑地部分を設け、
潤いのある空間をつくること

●福祉の自動車練習パークは、宿泊施設等を伴った本格的な
教習所とすること

���^_����V<�
● ショッピングセンターの形態については、従来のありきた
りなショッピングセンターではなく、多様な専門店が集積
し、豊かな空間を取り入れたショッピングモールを中心と
すること

●ショッピングモールについては、高齢者や障害者が安全か
つ快適に買物ができるための高度な配慮がされていること

●ショッピングモール等の駐車場は、障害者のための屋根付
きの部分を設けるなど、冬季や雨天の車椅子利用を考慮し
たものとすること

●ショッピングモールの内容については、ブランド品やアウ
トレット商品、専門書籍、高級食材などの、現在長岡市で
は販売していないものを主体とすること

●ショッピングモールには、地元テナントが優先的に出店で
きるスペースを十分確保すること

●ショッピングモール内に、文化的な施設を併設すること
●ショッピングモールやシネマコンプレックスの設計につい
ては、品格が感じられ、北側部分の雰囲気を壊さない、グ
レードの高い仕様とすること

●温泉テーマパークは、医療的な側面や高齢者と子供とのふ
れあいの側面があるような施設とすること

�� ¡¢£�V<�
● 地区内全体のバリアフリー化を徹底すること
●医療福祉健康教育ゾーンと高次交流ゾーンを分ける道路沿
いには、緩衝帯となるような植栽を行うこと

●敷地内の道路については、電動式車椅子が回転可能な幅の
歩道を必ず設置すること

●歩道の舗装は、歩きやすい材質のもので行うこと
●この地区と中心市街地の人の交流を活性化させるために、
シャトルバスの運行を考慮すること

¤ ¥%¦%&'0123
● 市は、中心市街地の活性化については、重要施策として、
これまで以上に積極的に取り組む必要がある。

●公園用地の位置を動かし、市への提供土地と一体化して、
その利用を考えるべきである。

●市への提供土地には、隣接する陸上競技場との一体性を考
えた体育館などのスポーツ施設や若者が集うことのできる
施設を希望する。
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千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
変
更

計
画
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
十
分
聴
い
て
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
手
立
て
の
一
つ
と
し
て
、
豊
口
協

・
長
岡
造
形
大
学
長
を
会
長
と
す
る
「
千

秋
が
原
南
側
導
入
施
設
検
討
委
員
会
」
に

計
画
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
七
月
九
日
か
ら
八
月
十

九
日
ま
で
の
間
に
、
五
回
に
わ
た
っ
て
会

議
が
開
催
さ
れ
、
様
々
な
視
点
か
ら
熱
心

な
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
八
月
十
九
日
に
委
員
会
と

し
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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委
員
会
の
ご
意
見
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
（
意
見
の
全
文
は
左
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

最
初
に
、
千
秋
が
原
南
側
の
整
備
の
あ

り
方
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
地

区
が
長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
整

備
に
一
定
の
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る

と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
に
、
個
別
の
ゾ
ー
ン
計
画
に
対
す
る

ご
意
見
で
す
。「
医
療
福
祉
健
康
教
育
ゾ
ー

ン
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
市
民
に
と

っ
て
望
ま
し
い
施
設
で
あ
り
、
し
っ
か
り

と
計
画
ど
お
り
実
現
し
て
ほ
し
い
、
と
い

う
の
が
大
方
の
ご
意
見
で
し
た
。
た
だ
、

信
濃
川
沿
い
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の

高
さ
や
植
栽
な
ど
景
観
へ
の
配
慮
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
高
次
交
流
ゾ
ー
ン
」
に
つ
い
て

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
、
あ
り

き
た
り
な
商
業
施
設
で
は
な
く
、
今
の
長

岡
に
な
い
多
様
な
専
門
店
が
集
積
し
、
人
々

が
憩
い
交
流
で
き
る
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
」
を
中
心
と
し
た
も
の
に
す
べ
き
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
映
画
館
や
文

化
的
施
設
に
つ
い
て
も
質
の
高
い
も
の
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
計
画
は
市
政
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
八
十
三
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
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「市長への手紙」の専用はがきは
市役所１階の市民情報ラウンジの
ほか、ながおか市民センター、各
地区公民館、図書館、体育館、高
齢者センター、社会福祉センター
などに備えてあります。
長岡市ホームページの「市長への
手紙」コーナーもご利用ください。
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千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
計
画
変
更
協
議
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今
月
は
、
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
計
画
の
変
更
協
議

に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て
、
森
市
長
が
報
告
し
ま
す
。
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災
害
が
起
き
た
と
き
「
家
族

の
安
否
を
知
り
た
い
」「
被
災
生

活
で
不
足
す
る
物
資
の
提
供
を

呼
び
か
け
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
求
め
ら
れ
た
り
、
必

要
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

「
ｅ
dネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お

か
」
で
は
、
そ
ん
な
と
き
の
た

め
の
防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
や
備
蓄

物
資
の
情
報
を
提
供
し
、
市
民

の
防
災
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
防
災
掲
示

板
を
活
用
し
、
各
地
域
の
被
害

情
報
や
安
否
情
報
な
ど
を
共
有

で
き
ま
す
。

◇

◇

防
災
掲
示
板
と
は
ど
ん
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に

開
設
し
て
い
る
神
奈
川
県
藤
沢

市
で
は
次
の
よ
う
な
情
報
が
主

要
項
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地

区
避
難
所
参
集
状
況

②
避
難
所
情
報
（
避
難
施
設
の

被
害
情
報
な
ど
）

③
被
災
者
の
安
否
情
報
（
け
が

や
看
護
の
状
況
な
ど
）

④
救
援
物
資
の
要
求
・
配
送
情

報
（
必
要
物
資
の
確
認
な
ど
）

⑤
生
活
関
連
情
報
（
被
災
者
か

ら
の
伝
言
、
相
談
な
ど
の
生
活

情
報
の
提
供
、
復
旧
状
況
や
公

的
機
関
か
ら
提
供
の
情
報
）

⑥
被
災
地
画
像
情
報
（
被
災
状

況
の
把
握
な
ど
）

◇

◇

長
岡
市
で
は
今
年
度
、
藤
沢

市
な
ど
す
で
に
開
設
し
て

い
る
自
治
体
の
事
例
を
参

考
と
し
て
、
防
災
掲
示
板

を
開
設
し
ま
す
。
そ
の
た

め
現
在
は
、
行
政
機
関
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
防
災
掲
示
板
に
提

供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

内
容
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

防
災
掲
示
板
を
開
設
し
ま
す
！ e
f

�
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▲防災情報ネットワークシステムのページ
（藤沢市）

史跡馬高・三十稲場遺跡基本計画平面図

▲馬高遺跡発掘調査
（平成12年８月21日）

▲縄文時代の石器をつくる会

▲馬高・三十稲場遺跡
（８月21日）
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馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
（
関
原

町
一
）
は
、
信
濃
川
左
岸
の
段
丘

上
に
あ
る
縄
文
時
代
を
代
表
す
る

大
規
模
な
集
落
跡
で
す
。

遠
藤
沢
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
沢

を
挟
ん
で
、
東
側
に
馬
高
遺
跡
（
縄

文
時
代
中
期
）、
西
側
に
三
十
稲
場

遺
跡
（
縄
文
時
代
後
期
）
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七

九
）
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、「
火
焔
土
器
」
と
い
う
名
称

の
発
祥
の
地
と
し
て
も
全
国
的
に

有
名
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
馬
高
・
三
十
稲

場
遺
跡
を
市
民
の
み
な
さ
ん
が
縄

文
時
代
の
生
活
や
文
化
を
体
験
・

学
習
で
き
る
場
所
と
し
て
保
存
・

整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
発
掘
調
査
や
計
画
づ
く

り
を
進
め
、
平
成
十
三
年
度
に
は

そ
の
成
果
を
も
と
に
、
整
備
・
保

存
の
指
針
と
な
る
「
史
跡
馬
高
・

三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備
事
業

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
設
計
の
策
定
の
た
め

専
門
委
員
会
を
設
置

市
で
は
こ
の
た
び
、
基
本
計
画

を
も
と
に
基
本
設
計
な
ど
を
検
討

す
る
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
保
存

整
備
専
門
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。委

員
は
九
人
（
学
識
経
験
者
六

人
、
市
民
代
表
三
人
）
で
、
新
潟

県
立
歴
史
博
物
館
長
の
小
林
達
雄

さ
ん
が
委
員
長
を
務
め
ま
す
。

八
月
十
六
日
に
開
か
れ
た
初
回

の
委
員
会
で
は
、
遺
構
を
保
護
す

る
た
め
の
盛
土
の
厚
さ
や
駐
車
ス

ペ
ー
ス
、
案
内
板
の
設
置
方
法
な

ど
、
基
本
設
計
を
考
え
て
い
く
う

え
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

史
跡
は
「
火
焔
土
器
の
ふ
る

さ
と
」
と
し
て
保
存
・
整
備

基
本
計
画
で
は
、
馬
高
・
三
十

稲
場
遺
跡
を
長
岡
の
古
代
史
を
象

徴
す
る
「
火
焔
土
器
の
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
保
存
・
整
備
し
て
い
き
ま

す
（
左
図
参
照
）。
具
体
的
に
は
次

の
五
つ
を
基
本
方
針
と
し
て
遺
跡

の
活
用
を
図
り
ま
す
。

①
遺
跡
の
遺
構
保
護
と
復
原

発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
く
縄

文
集
落
の
復
原
な
ど
。

②
学
習
機
能
の
充
実

体
験
を
重
視
し
た
行
事
や
市
民

参
加
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
出
土
品
の
公
開
な
ど
。

③
縄
文
的
な
自
然
環
境
の
再
現

縄
文
時
代
の
原
風
景
に
近
い
自

然
環
境
の
再
現
な
ど
。

④
縄
文
館
（
仮
称
）
の
併
設
と

活
用

史
跡
の
隣
接
地
に
「
縄
文
館
」

を
建
設
し
、
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
や
考
古
博
物
館
と
し
て
機
能

さ
せ
る
な
ど
。

⑤
縄
文
文
化
関
連
施
設
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
、
藤
橋

歴
史
の
広
場
、
国
営
越
後
丘
陵
公

園
な
ど
、
西
部
丘
陵
地
帯
に
展
開

す
る
関
連
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
促
進
な
ど
。

◇

◇

市
で
は
今
年
度
、
委
員
会
で
の

検
討
を
も
と
に
基
本
設
計
を
ま
と

め
ま
す
。
そ
し
て
来
年
度
以
降
、

実
施
設
計
を
行
い
、
建
設
工
事
の

着
工
を
め
ざ
し
ま
す
。

馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
保
存
整
備
専
門
委
員
会
を
設
置
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▲第１回長岡市馬高・三十稲場遺跡保存
整備専門委員会（８月16日）
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市
で
は
、
各
事
業
を
効
率
的
・

効
果
的
に
行
う
た
め
、
事
業
の
達

成
度
を
評
価
す
る
「
事
務
事
業
評

価
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

評
価
を
客
観
的
に
行
う
た
め
、
年

一
回
「
ま
ち
づ
く
り
評
価
ア
ン
ケ

ー
ト
」
に
よ
っ
て
、
生
活
実
感
や

市
政
に
対
す
る
満
足
度
を
市
民
の

み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
は
、
十
八
歳
以

上
の
三
千
人
を
無
作
為
に
抽
出
し

て
実
施
。
千
三
百
六
十
五
人
か
ら

回
答
が
あ
り
、
回
答
率
は
四
五
・

五
％
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

市
政
の
判
断
材
料
に

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
生
活
環
境

や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い

て
の
『
現
在
の
満
足
度
』『
今
後
の

重
要
度
』
な
ど
を
中
心
に
、
二
十

八
の
質
問
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
で
は
、『
現
在
の
満

足
度
』
の
う
ち
「
緑
の
多
さ
」「
ご

み
の
収
集
」
の
満
足
度
が
高
く
、「
周

囲
の
景
観
・
ま
ち
並
み
」「
道
路
・

歩
道
の
除
雪
」
の
満
足
度
も
上
昇

し
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
の
整
備

事
業
が
少
し
ず
つ
効
果
を
上
げ
て

い
る
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
項
目
の
う
ち
「
周
囲

の
景
観
・
ま
ち
並
み
」「
ご
み
の
収

集
」「
道
路
・
歩
道
の
除
雪
」
に
つ

い
て
は
、『
今
後
の
重
要
度
』
が
高

い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
効
果
的
な
事
業
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
事
業
の
評

価
と
し
て
参
考
に
な
る
貴
重
な
デ

ー
タ
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
市
役
所

一
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
六
階

行
政
管
理
課
�
39
・
２
２
０
８
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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今
、
全
国
各
地
で
市
町
村
合

併
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
、「
平
成
の
大
合
併
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
に
も
「
明

治
」
と
「
昭
和
」
に
二
回
の
大

合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
明
治
の
大
合
併
」
は
、
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）

に
政
府
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し

た
地
方
自
治
を
行
う
た
め
の
も

の
で
、
三
百
〜
五
百
戸
を
目
安

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
��
�
�
�
�


a
�

長
岡
市
は
、
明
治
三
十
九
年

に
市
制
を
施
行
し
て
以
降
、
数

度
の
合
併
を
経
て
現
在
の
市
域

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八

年
）、
長
岡
市
は
近
隣
の
町
村
に

合
併
を
呼
び
か
け
、
深
才
村
の

一
部
・
山
通
村
の
一
部
と
合
併

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
二
十
四
年
の

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
り
、
市
町

村
の
規
模
に
あ
る
程
度
の
大
き

さ
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
昭
和

二
十
五
年
に
は
栖
吉
村
、
昭
和

二
十
六
年
に
は
富
曽
亀
村
と
合

併
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
、
地
方
自
治

の
強
化
と
財
源
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
町
村
合
併
促
進
法
が
制

定
さ
れ
、
新
制
中
学
校
が
合
理

的
に
運
営
で
き
る
人
口
八
千
人

規
模
を
標
準
と
し
た
合
併
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
昭

和
の
大
合
併
」
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

長
岡
市
の
合
併
は
軌
道
に
乗
り
、

昭
和
二
十
九
年
の
前
半
に
、
上

川
西
村
・
宮
内
町
・
深
才
村
と

合
併
し
、
後
半
に
は
、
日
越
村

・
王
寺
川
村
・
十
日
町
村
・
山

本
村
・
黒
条
村
・
新
組
村
・
福

戸
村
・
下
川
西
村
と
六
日
市
村

の
一
部
の
九
カ
村
と
合
併
し
ま

し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
に
は

山
古
志
村
の
太
田
地
区
と
合
併
。

昭
和
三
十
二
年
に
は
関
原
町
、

昭
和
三
十
五
年
に
は
与
板
町
の

一
部
（
成
沢
）・
二
和
村
（
宮
本

村
・
大
積
村
が
昭
和
三
十
一
年

に
合
併
し
て
誕
生
）
と
合
併
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
住

民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
に
は
、
自
ら
の
判
断

と
責
任
で
、
個
性
豊
か
な
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
岡

市
も
、
長
岡
地
域
の
明
る
い
将

来
の
た
め
、
今
後
も
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
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問３ 市役所の仕事ぶりに満足していますか

市役所の仕事ぶりに「とても満足」「やや満足」の割合が、
平成12年度は23.6％、13年度は25.8％、14年度は29.2％と、
少しずつ満足度が上昇しています。今後も市民のみなさん
の満足度が高くなるよう、引き続き努力していきます。

アンケート結果の一例

$

協
議
会
で
は
、
長
岡
市－

十
日

町
市－
中
里
村－

津
南
町
の
「
信

濃
川
火
焔
街
道
」
を
連
携
の
軸
と

し
て
、
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

遺
跡
や
既
存
の
歴
史
展
示
施
設

な
ど
を
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
案
内
看
板
な
ど
で
統
一
。

今
後
建
設
予
定
の
歴
史
展
示
施
設

も
効
果
的
な
整
備
を
進
め
、
地
域

全
体
が
「
縄
文
の
博
物
館
」
に
な

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
特
設
展

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
地
域
間
の
交
流
を

深
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、共
通
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
り
、

情
報
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

平
成
十
四
、
十
五
年
度

は
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
実

施
し
ま
す
。

文
化
・
自
然
も

連
携
の
素
材
に

「
縄
文
」
だ
け
で
な
く
、
各
地

域
の
「
食
」「
祭
り
」
な
ど
の
文
化

や
、「
信
濃
川
」「
雪
」「
森
」
な
ど

の
自
然
を
素
材
と
し
た
連
携
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
体
の
商
工
会
議

所
、
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
の
民
間
団
体
と
も
協
力
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

%
&
'
(
)

炎
が
燃
え
上
が
る
よ
う
な
姿
は
個
性
的

で
、
日
本
独
特
の
縄
文
文
化
を
代
表
す
る

土
器
と
し
て
有
名
で
す
。
他
地
域
の
い
ろ

い
ろ
な
土
器
の
影
響
を
受
け
、
こ
の
神
秘

的
な
造
形
が
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
分
布
は
、
信
濃
川
中
流
域
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
一
年
に
関
原
町
の
馬
高
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
「
火
焔
土
器
」
は
、「
火
焔
型

土
器
」
群
の
基
準
と
な
る
土
器
で
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
十
日
町
市
の
笹
山
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
多
数
の
火
焔
型
土
器
は
、
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 信

濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
（
縄
文
サ
ミ
ッ
ト
）
を
設
立
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遺跡に隣接する美しいブナ林と月明かりの
幻想的な雰囲気の中での地元アマチュア音楽
家による手作りコンサートや資料館見学など、
縄文文化の香りを体験しませんか。
日 時＝10月５日土�午後１時～10時
コース＝長岡市役所発→津南町歴史民俗資料

館見学→名水百選・竜ケ窪見学→夕
食・竜ケ窪温泉「竜神の館」→月あ
かりコンサート鑑賞→長岡市役所着

集 合＝長岡市役所正面玄関前
定 員＝35人（先着順）
参加料＝1,500円
申し込み＝９月10日火�～24日火�に電話で、企

画課�39・2204へ

交流イベント開催

「
火
焔
型
土
器
」
と
い
う
共
通
の
文
化
遺
産
を

持
つ
信
濃
川
中
流
域
の
市
町
村
が
、「
縄
文
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
連
携
し
、
地
域
振
興
や
広
域
観
光
を
推

進
す
る
た
め
、八
月
二
十
三
日
金�
、信
濃
川
火
焔
街

道
連
携
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
時
の
参

加
は
、長
岡
市
、十
日
町
市
、津
南
町
、中
里
村
で
す
。

森
民
夫
長
岡
市
長
が
会
長
を
、
県
立
歴
史
博
物
館

長
の
小
林
達
雄
さ
ん
が
顧
問
を
務
め
ま
す
。

県立歴史博物館、市立
科学博物館、馬高・三
十稲場遺跡、藤橋歴史
の広場ほか

十日町市博物館、
笹山遺跡ほか

津南町歴史民俗資
料館、沖ノ原遺跡、
神山遺跡ほか

縄文の駅、森上遺跡ほか

津南町

十日町市

長岡市

中里村

▲県立歴史博物館

▲縄文の駅▲津南町歴史民俗資料館

I国宝
火焔型土器

J火焔土器（馬
高遺跡出土）
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ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
に
、

一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
観
光
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
岡
な
ら
長
岡
、
会
津
若
松

な
ら
会
津
若
松
の
こ
と
を
全
国
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
、
素
朴

な
喜
び
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

地
域
自
慢
を
す
る
こ
と
は
決
し

て
偏
屈
な
視
野
の
狭
い
行
為
で
な

く
、
世
界
に
視
野
を
広
げ
る
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。
歴
史
に
誇
り
を

持
っ
て
い
な
い
ま
ち
は
、
子
ど
も

が
育
ち
ま
せ
ん
。
歴
史
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
結

果
的
に
教
育
そ
の
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

歴
史
を
新
た
な

交
流
の
窓
に

菅
家
●
江
別
に
入
植
し
た
人
に
、

青
森
県
の
斗�

南�
�

藩
の
名
越
源
五
郎

と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
会
津
藩

士
で
す
が
、
こ
の
人
が
初
代
の
江

別
の
町
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
三
島
と
会
津
が
つ
な
が
り
、

ま
た
、
名
越
源
五
郎
を
通
し
て
、

昨
日
ま
で
な
か
っ
た
江
別
市
と
会

津
若
松
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
が
大
事
に
し
あ
い
、
交

流
す
る
。
三
島
億
二
郎
に
光
り
を

当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

交
流
の
窓
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
、
窓
を
開
け
、
光
り

を
当
て
て
、
そ
れ
を
大
事
に
し
て

交
流
を
図
っ
て
い
け
ば
、
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
川
●
ま
ち
づ
く
り
で
大
事
な
こ

と
は
「
人
を
育
て
る
」「
外
に
目
を

向
け
る
」「
公
益
を
考
え
る
」
の
三

つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

い
こ
と
も
、
つ
ら
い
こ
と
も
目
を

そ
ら
さ
な
い
で
が
ん
ば
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
四
月
に
古
い
図
書
館
を

改
装
し
て
ふ
る
さ
と
人
物
館
を
オ

ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
過
去
の
い

ろ
い
ろ
な
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、

ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

菅
家
●
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
会

津
若
松
市
と
歴
史
的
つ
な
が
り
の

あ
る
市
を
調
査
し
た
ら
、
七
十
カ

所
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
き
ち
ん
と
作
っ
て
、

お
互
い
活
用
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
に
よ
く
な
っ
て
い
く
よ
う
構
築

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
川
●
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
い
う

の
は
、
過
去
に
呪
縛
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
く
、
そ
れ
を
教
訓
に
し
て

新
た
な
展
望
を
生
み
出
す
糧�

�

に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
歴
史
を
活

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

森
●
小
林
虎
三
郎
や
三
島
億
二
郎

は
進
退
が
極
ま
っ
た
と
き
、
自
立

し
て
こ
と
を
行
っ
た
と
い
う
底
力

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
精
神

を
ぜ
ひ
、
全
国
に
発
信
し
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

「会津では戊辰戦争後、北海道や青森、東京
と各地に藩士が散っていき、わずかであって
も自分たちには会津の血が流れているという
誇りを持ち、会津の魂、心を伝えています。
これによって現在、会津若松市は全国と交流
が結ばれ、大きな財産になっています」（会津
図書館長・野口信一さん）
「三島億二郎の日記を読むと、責任者は最後
まで責任を持つというキャプテンラストを体
現した人だと思いました。勇気が出ます。
「よし、やろう」という気持ちになります。
日記には知恵と慈悲と勇気がいっぱい詰まっ
ています。長岡のみなさんは大変素晴らしい
遺産を受け継ぎ、うらやましいと思います」
（作家・藤倉徹夫さん）
「三島億二郎は、一人ひとりの人間が自活で
きるようになることが日本の国を良くするこ
とになると考えていました。この信念を持っ
ていたからこそ、北海道開拓事業に挺身でき
たのではないかと思います。それが三島の北
海道開拓にかけた夢ではなかったのでしょう
か」（郷土史家・古田島吉輝さん）

「今回の長岡歴史会談の
テーマはとてもいい。河井
継之助さんと三島億二郎さ
んと小林虎三郎さん。この
３人を１人にしたらそれこ
そ男性版の『風と共に去り
ぬ』のような大傑作ができ
るような気がします。私が

もし大河ドラマを書くとしたらこの３人を一
緒に出します。
人間というのは１人でやれることは限られ
ています。このことを司馬遼太郎さんは、『時
代が人を選ぶ』と表現していますが、まさに
その通りだと言えます」

▲杉山義法さん

��	 
abcdef��
����

��	 ��� （脚本家・杉山義法さん）

▲歴史研究者によるシンポジウム（８月４日・ホテ
ルニューオータニ長岡ＮＣホール）
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▲柏崎市長・西川正純さん

▲森民夫長岡市長

�

北
海
道
開
拓
は

三
島
の
ロ
マ
ン
！

森
●
長
岡
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

三
島
億
二
郎
は
戊
辰
戦
争
か
ら
長

岡
を
復
興
さ
せ
た
人
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
く
、
北
海
道
開
拓
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
三
島
は
中
央
政
府

に
い
た
ず
ら
に
頼
る
こ
と
が
で
き

ず
、
自
立
す
る
し
か
な
い
と
決
心

し
た
と
き
、
気
持
ち
が
前
向
き
に

な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
業
績
を
残
せ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
は
な
ぜ
突
然
、

三
島
億
二
郎
は
北
海
道
開
拓
を
目

指
し
た
の
か
。
ロ
マ
ン
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
男
の
夢
を
感
じ
、
共
感
を
覚

え
て
い
ま
す
。

菅
家
●
長
岡
と
同
様
に
会
津
と
北

海
道
も
切
っ
て
も
切
れ
な
い
、
極

め
て
近
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
会
津
藩
士
が
入
植
し
た
余 

市!
"

町
は
日
本
で
最
初
に
リ
ン
ゴ
の

栽
培
で
成
功
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
会
津
で
忘
れ
去
ら
れ
た
古

式
泳
法
が
小
樽
市
に
残
っ
て
い
ま

す
。

西
川
●
関
矢
孫
左
衛
門
は
、
明
治

十
九
年
に
で
き
た
北
越
殖
民
社
の

設
立
に
大
き
く
か
か
わ
り
、
二
代

目
の
社
長
と
な
っ
て
自
ら
北
海
道

に
渡
り
、
開
拓
に
尽
力
し
た
柏
崎

出
身
の
人
で
す
。
三
島
億
二
郎
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
人
物
で
し
た
。

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
を

心
の
拠
り
所
に

小
川
●
入
植
に
は
自
然
の
厳
し
さ

な
ど
、
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
三
島

億
二
郎
や
関
矢
孫
左
衛
門
の
よ
う

な
心
の
拠
り
所
と
な
る
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
が
必
要
で
し
た
。
途
中
で

挫
折
し
た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
結
果
が
で
て
、
自
負
心
も

芽
生
え
、
今
の
自
立
の
気
風
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

森
●
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
活
か
し
た

八
月
四
日
に
開
か
れ
た
第
三
回
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談
「
北
の
大
地
に
夢
を
か
け
て
〜
北
海
道

開
拓
と
三
島
億
二
郎
〜
」
に
つ
い
て
、
第
一
部
の
市
長
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
す
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
江
戸
時
代
か
ら
北
海
道
と
関
係
の
深
い
会
津
若
松
市
、
越
後
人
の
入
植
の
多
い
北
海
道

の
江
別
市
、
北
越
殖
民
社
の
活
動
に
尽
力
し
た
関
矢
孫
左
衛
門
の
出
生
地
の
柏
崎
市
、
そ
し
て
長
岡
市
の
四
市

長
が
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

#三島億二郎像
三島億二郎は戊辰戦争に敗れ焦土と化

した長岡で、国漢学校・長岡洋学校、長
岡会社病院（長岡赤十字病院）の開設、
女紅場の創設、第六十九国立銀行（北越
銀行）の設立をはじめ、明治12年には古
志郡長として農村部の振興に尽力しまし
た。そして三島が郡長を辞して最後に取
り組んだのが北海道開拓でした。

▲会津若松市長・菅家一郎
さん

▲江別市長・小川公人さん
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時
30
分
（
計
７
回
）

会
場
�

中
央
公
民
館

定
員
�
25
人

参
加
料
�
２
、５
０
０
円
（
初
回

に
）

持
ち
物
�
着
物
、
帯
な

ど

申
し
込
み
�
９
月
10
日
火�

か
ら

�
�
�
�
�
�
�
�
	



a
b

紙
芝
居
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
や
お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
ま

し
ょ
う
。

日
時
�
10
月
24
日
〜
11
月
21
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
と
11
月
26
日
火�
・

12
月
３
日
火�
の
午
後
２
時
〜
３

時
（
11
月
26
日
と
12
月
３
日
は

ど
ち
ら
か
１
日
、
計
６
回
）

会
場
�
中
央
公
民
館
ほ
か

内

容
�
紙
芝
居
の
演
じ
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
ほ
か

定
員
�
30
人

参
加
料
�
無
料

申
し
込
み
�
９
月
10
日
火�
か
ら

c
d
e
f
�
�


�
�

�
�
�
�
a
�
��
�
�
�

日
時
�
11
月
７
日
木�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

講
師
�
作
家

・
家
田
荘
子
さ
ん

演
題
�
「
私

が
出
会
っ
た
人
々
」

申
し
込

み
�
10
月
４
日
金�
必
着
で
、
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
な

が
お
か
市
民
大
学
公
開
文
化
講

演
会
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

〒
９
４
０
｜
０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
中
央
公
民
館
へ
（
は
が

き
１
枚
に
つ
き
１
人
、
１
人
１

枚
ま
で
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
と
内
容
�
①
９
月
10
日
火�

午
後
２
時
〜
４
時
10
分
…
「
西

部
戦
線
異
状
な
し
」（
�30
年
ア
メ

リ
カ
）
②
10
月
５
日
土�
午
後
２

時
〜
４
時
…
「
郵
便
配
達
は
二

度
ベ
ル
を
鳴
ら
す
」（
�42
年
イ
タ

リ
ア
）

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

定
員
�
１
９
０
人

�
�
 
!
"
#
$
%
&
�

�
�
�
�

日
時
と
内
容
�
①
９
月
11
日
水�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
…
萩
原

規
子
作
「
こ
れ
は
王
国
の
か
ぎ
」

②
10
月
９
日
水�
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
…
木
村
良
雄
作
「
ぎ
ょ

う
ざ
つ
く
っ
た
の
」、
柴
田
愛
子

文
・
伊
藤
秀
男
絵
「
け
ん
か
の

き
も
ち
」

会
場
�
中
央
図
書

館
講
座
室
１

�
%
'
"
(
 
)
�
�
�
�

日
時
�
９
月
27
日
金�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

内
容
�
青
木
玉

著
「
小
石
川
の
家
」

会
場
�

互
尊
文
庫

**

帽
子
、
雨
具
、
長
靴
な
ど

参
加
料

�
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
２

５
０
円

定
員
�
40
人

□+
信
濃
川

学
校
準
備
会
・
北
村
さ
ん
�
36
・
４

６
２
６
、
,
36
・
４
６
５
６

-
.
/
�
�
�
�
a
b

内
容
と
期
日
�
①
性
暴
力
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
…
９
月
17
日
〜
10
月
８
日
の
毎

週
火
曜
日
②
ロ
ー
リ
ー
先
生
の
実
際

に
使
え
る
英
会
話
…
10
月
４
日
〜
11

月
22
日
の
毎
週
金
曜
日
③
国
際
社
会

に
お
け
る
く
ら
し
の
経
済
…
10
月
９

日
〜
11
月
６
日
の
毎
週
水
曜
日

時

間
�
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
�
長
岡
大
学

定
員
�
各
30
人

受
講
料
�
①
４
、０
０
０
円
②
７
、０

０
０
円
③
５
、０
０
０
円

□+
長
岡
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�
39
・
１
９

０
３
へ
は
が
き
か
,
39
・
９
５
６
６
、

Ｅ
メ
ー
ル01

23
4
5
6 ＠
7
5
4
5
28
5
3
7
6

9:5
;:<=

で

-
>
?
@
�
A
B
a
�
�
C
D
E
F

G
d
H
I
J
�
K
�
L
$
M
)
N

O
P
)
Q
R
"
S
T
U
V
W
X
Y

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

前
売
り
券
�
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
（
託
児
は
１
０
０

円
、
20
人
ま
で
）

□+
長
岡
友
の
会

・
上
條
さ
ん
�
39
・
０
１
９
０

-
Z
[
\
]
^

_
`
g
h
i
j
k
l
H
�
�
�
�

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
ご
案

内
し
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
絶
賛
m

コ
ー
ス
と
日
時
�
「
お
店
の
顔
・
あ

ね
さ
ま
コ
ー
ス
」
…
９
月
24
日
火�
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
、「
米
百
俵
コ
ー

ス
」
…
９
月
27
日
金�
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
１
時

定
員
�
各
８
人

□+

９
月
17
日
火�
ま
で
に
長
岡
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
�
32
・
７
０
０
２
へ

n
o
p
q
r�
st
u
v
w
x
y

z{|
}
~����~���~����

�pqr����������������

��u�������
みなさんからリサイクルへの関心を高

めてもらうため、図書館の不用本（小説、
実用書、雑誌等）を無料でお譲りします。
日 時＝９月23日祝�午前10時～午後３時
会 場＝中央図書館２階美術センター
冊 数＝１人20冊まで（袋は各自でご用意ください）

 ¡¢£¤ nopqr�stu¥¦§̈

©ª«¬�­®æ¯°±²³ µ́¶·¸
心の教育推進の一環として、教育委員会と小中学

校ＰＴＡ連絡協議会が共催します。
心豊かでたくましい子どもを育てるため、私たち

大人のかかわり方について考えます。直接会場へど
うぞ。
日時＝10月５日土�午後１時～４時20分
会場＝市立劇場大ホール

①基調講演
講師＝新潟青陵大学教授

・碓井真史さん
演題＝「みんなで子育て」

②シンポジウム
「家庭の役割、地域の役割、
学校の役割－そしてそれ
ぞれの連携」

 ¡¢£¤ ¹º«¬»�s¼utts¼
½¾¿¡«¬ÀÁÂ

�¿��ªÃ��ÄÅ¤ÆÇÈ¡�
日時＝９月26日木�午後６時～８時30分
会場＝旭岡中学校武道場
①定例教育委員会（午後６時から）
傍聴希望の人は開会10分前から先着順に受け付け
ます（10人程度）

②市民と教育委員会との懇談会（午後６時40分～８
時30分）

内容＝児童生徒の問題行動の未然防止にどう取り組
むか

 ¡¢£¤ «¬ÉÊ»�s¼utts̈
¹º«¬»�s¼utts¼
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イベント内容は、10月初旬の新聞折り込み広告をご覧ください。

ÓÔÕÚÛÜ³ÝÂ

西アフリカのマリ共和国で農村の自立を支援する活動を行って
いる、第６回米百俵賞受賞者・村上一枝さんの講演会です。
日時＝10月５日土�午後１時30分～３時 会場＝長岡商工会議所
申し込み＝９月30日月�までに観光課�39・2221へ

▲家田荘子さん

▲昨年の市民公開講座で

Þ
ß
à
á
à
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â
ã
H

日
時
�
９
月
25
日
水�
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
場
�
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

持
ち

物
�
ス
ー
プ
を
入
れ
る
１
・
５

リ
ッ
ト
ル
程
度
の
ボ
ト
ル
、
昼

食

参
加
料
�
９
０
０
円

定

員
�
20
人

申
し
込
み
�
９
月

10
日
火�
午
前
９
時
か
ら

�
ä
å
U
ç
$
è
é
&

C
ê
ë
Y
ì
H

長
岡
特
産
の
枝
豆
「
肴
豆
」

を
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
収
穫
し

ま
す
。
１
ｍ
の
荒
縄
で
束
ね
ら

れ
る
だ
け
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
�
９
月
22
日
日�
午
前
10
時

〜
正
午

参
加
料
�
荒
縄
一
本

８
０
０
円

会
場
�
王
番
田
町

地
内
（
長
岡
地
域
森
林
組
合
手

前
）

申
し
込
み
�
農
林
振
興

課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か

王
寺
川
支
店
�
27
・
１
０
０
６
へ

�
.
/
í
î
U
ï
"
ð
"
ñ

$
ò
ó
N
�
R
ô
õ

日
時
�
９
月
28
日
土�
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

会
場
�
健

康
セ
ン
タ
ー

講
師
�
㈱
大
黒

総
料
理
長
・
藤
沢
明
さ
ん

定

員
�
50
人

参
加
料
�
１
、０
０

０
円

持
ち
物
�
エ
プ
ロ
ン
、

台
ふ
き

申
し
込
み
�
９
月
20

日
金�
ま
で
に
長
岡
野
菜
研
究
会

�
46
・
７
３
１
７
ま
た
は
農
林

振
興
課
へ

Þ
ö
÷
ø
ù
ú
)
i
(
H

収
穫
の
喜
び
を
家
族
み
ん
な

で
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
９
月
22
日
日�
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
�
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
、
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
ポ
ニ
ー
広
場
、
自
然
観
察

林

内
容
�
稲
刈
り
、
い
も
ほ

り
、
牛
の
乳
し
ぼ
り
体
験
、
親

子
木
工
教
室
、
農
畜
産
物
の
販

売
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

�
`
û
f
)
�
ü
ý

�
�
a
�
�
�
�
�
�

日
時
�
10
月
26
日
土�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場
�
中
央
公

民
館

講
師
�
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
小
野
沢
裕
子
さ
ん

演
題
�
「
こ
と
ば
、
気
持
ち
、

夢
の
力
。
つ
な
が
っ
て
今
」

定
員
�
１
０
０
人

申
し
込
み

�
９
月
10
日
火�
か
ら

�
`
û
f
)
�
ü
ý

C
ú
þ
ÿ
ff
�
�
�
à
�
Y

日
時
�
９
月
26
日
〜
11
月
７
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

ミ
ニ
情
報
欄
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を

「
催
し
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
く
ら
し
」「
募

集
」
の
項
目
に
分
け
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
掲
載
希

望
月
の
前
月
５
日
（
土
・
日
・
祝
日

の
場
合
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
原
稿

を
〒
９
４
０
｜
８
５
０
１
長
岡
市
役

所
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持

参
、
,
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

67
��=
�� ＠
;6	
:7

5
4
5
28
5
:7
664
5
	5
:

<=

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□a
秘
書
広
報
課
�
39
・
２
２
０
２

-
b
c
d
e
f
�
f
�
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Ｓ
ｍ
ａ
ｐ
、
キ
リ
ン
チ
ビ
レ
モ
ン

な
ど
の
広
告
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
手
掛
け
る
佐
藤
可
士
和
さ
ん

の
活
動
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

期
日
�
９
月
23
日
祝�
ま
で
（
９
月
２

日
月�
・
９
日
月�
は
休
館
）

時
間
�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場
�
県

立
近
代
美
術
館

・
佐
藤
可
士
和
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

日
時
�
９
月
22
日
日�
午
後
２
時
か
ら

会
場
�
長
岡
造
形
大
学
大
講
義
室

入
場
料
�
無
料

□a
県
立
近
代
美
術

館
友
の
会
�
28
・
４
１
１
１

-
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û
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C
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*
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,
-
�
Y

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
前
８
時
30
分

〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

集
合
�
妙

見
堰
左
岸
下
流
駐
車
場

持
ち
物
�

*.
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北越戊辰戦争、河井継之助ゆかりの地

である、福島県の会津若松市と只見町を
バスで訪ねる観光ツアーです。
日 時＝①10月26日土�②11月９日土�の午

前７時30分～午後６時30分
コース＝長岡市役所発－会津若松市・長

岡藩士の墓（本光寺）－鶴ケ城（昼食）－只見
町・河井継之助記念館－長岡市役所着

定 員＝①②各40人
参加料＝4,000円（バス代、昼食、入館料）
申し込み＝10月４日金�必着で、往復はがきの往信の裏に

希望日（①②のいずれか）、住所、氏名、年齢、
電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名
を記入し、〒940-0062大手通２の２の６ながお
か市民センター内観光課へ（はがき１枚につき
１人。申し込み多数の場合は抽選し、結果を10
月７日月�に発送）
 ¡¢£¤ wx»�s¼utttË
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▲小野沢裕子さん
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�

①
入
門
編
Ⅰ
・
Ⅱ

期
日
�
９
月
23
日
祝�
時
間
�

Ⅰ
コ
ー
ス
…
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
Ⅱ
コ
ー
ス
…
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

会
場
�
中

央
公
民
館
工
作
室

対
象
�
Ⅰ

コ
ー
ス
…
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
、
Ⅱ
コ
ー
ス
…
高
校
生

〜
一
般

参
加
料
�
50
円

持

ち
物
�
筆
記
用
具

申
し
込
み

�
９
月
20
日
金�
ま
で

②
実
地
編

日
時
�
９
月
29
日
日�
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
雨
天
・
増
水
時

は
10
月
６
日
に
延
期
）

集
合

�
信
濃
川
右
岸
運
動
公
園
入
口

（
堤
防
上
）

対
象
�
小
学
生

〜
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
）

参
加
料
�
50
円

持

ち
物
�
筆
記
用
具
、
長
靴
、
雨

具

申
し
込
み
�
９
月
26
日
木�

ま
で

	


a
b
c
d
e
f
�
�

宮
本
地
区
の
古
代
・
中
世
史

を
連
続
７
回
の
講
座
形
式
で
探

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
考
古
資
料

・
古
文
書
・
地
図
・
伝
説
な
ど
、

歴
史
学
の
関
連
分
野
の
楽
し
み

方
を
学
び
ま
す
。

期
日
�
９
月
29
日
日�
・
10
月
６

日
日�
・
11
月
16
日
土�
・
12
月
８

日
日�
・
１
月
26
日
日�
・
２
月
23

日
日�
・
３
月
23
日
日�
会
場
�

中
央
公
民
館
（
10
月
６
日
は
１

日
、
宮
本
町
で
現
地
学
習
）

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

定
員
�
40
人

対
象
�
４
回
以

上
参
加
可
能
な
人

参
加
料
�

50
円
（
現
地
学
習
時
の
み
）

持
ち
物
�
筆
記
用
具

申
し
込

み
�
９
月
26
日
木�
ま
で

�


�
�
e
�
�
�
�

日
時
�
10
月
５
日
土�
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時（
小
雨
決
行
）

観
察
地
�
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド

集
合
�
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ｃ
駐
車
場

対
象
�

小
学
生
〜
一
般

参
加
料
�
50

円

持
ち
物
�
採
集
用
具
、
筆

記
用
具
、
昼
食
、
雨
具

申
し

込
み
�
10
月
３
日
木�
ま
で

�


�
�
b
�
�
��
�
�
�

長
岡
周
辺
で
採
れ
る
キ
ノ
コ

を
展
示
・
解
説
し
、
名
前
の
わ

か
ら
な
い
キ
ノ
コ
を
調
べ
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
10
月
６
日
日�
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

会
場
�
科
学
博

物
館

ま
き
体
験
な
ど

参
加
料
�
１
、０
０

０
円
（
材
料
費
）

会
場
・
□�
古
志

の
里
フ
ァ
ー
ム
（
下
条
町
）
�
22
・

１
５
４
７

�
�
�
�
�
�
 
!
�

代
金
の
15
％
を
手
数
料
と
し
、
残

り
を
提
供
者
に
支
払
い
ま
す
。

出
品
受
付
�
９
月
26
日
木�
・
27
日
金�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

即
売
会
�

９
月
28
日
土�
・
29
日
日�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場
�
厚
生
会
館
中
ホ

ー
ル

□"
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
消

費
者
協
会
長
岡
支
部
事
務
局
�
32
・

０
０
２
２

�


a
#
$
%
&
'
(
�
)

期
日
と
内
容
�
①
９
月
26
日
木�
…
長

岡
大
花
火
の
歴
史
②
10
月
３
日
木�
…

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
入
門
③
10
月
10
日

木�
…
星
空
へ
の
招
待
④
10
月
17
日
木�

…
植
物
と
昆
虫
の
不
思
議
な
関
係
⑤

10
月
31
日
木�
…
議
院
内
閣
制
の
母
国

を
訪
ね
て
⑥
11
月
７
日
木�
…
選
手
の

指
導
か
ら
学
ぶ
こ
と

時
間
�
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

会
場
�
長
岡
大

手
高
校
済
美
会
館
２
階

参
加
料
�

５
０
０
円

定
員
�
各
70
人

□�
９

月
20
日
金�
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
受
講
希

望
講
座
（
①
〜
⑥
）
を
記
入
し
、
〒

９
４
０
｜
０
８
６
５
四
郎
丸
町
字
沖

田
３
５
７
長
岡
大
手
高
校
公
開
講
座

事
務
局
�
32
・
０
０
９
６
、
*
39
・

５
５
３
４
へ

�
�
+
�
,
-
.
/
0
1
2
3
4
5

6
7
8
9
:
;
1
<
=
>
?
@
0

日
時
�
９
月
29
日
日�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
�
ハ
イ
ブ
長
岡

参
加
料
�
無
料

□�
江
口
さ
ん
�
28

・
０
５
７
３
、
*
28
・
０
５
７
２

AB

C
D
D
E
F
G
H
I

�
H
J
K
L
M
K
N
O
P
I

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
楽
し

い
コ
ー
ラ
ス
の
祭
典
で
す
。

日
時
�
12
月
15
日
日�
午
後
２
時

か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

対

象
�
小
学
生
以
上
で
３
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ

参
加
料
�
１
人

２
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

申
し
込
み
�
10
月
11
日
金�
ま
で

に
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
希
望
、
グ
ル
ー
プ
名
、
人

数
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
｜
２
１
０
１
寺

島
町
３
１
５
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
�
29
・
７
７
１
５
、
*
29

・
７
７
２
２
、
ま
た
は
〒
９
４

０
｜
８
５
０
１
長
岡
市
役
所
国

際
文
化
課
内
長
岡
市
音
楽
文
化

協
会
事
務
局
�
39
・
２
２
５
１
、

*
39
・
２
２
８
０
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
（
電
話
も
可
）

�
D
J
Q
R
H
S
T
U
V

�
U
N
U
W
J
D
H
X
U
K

Y
H
F
S
T
E
Z

体
の
基
本
の
動
き
を
リ
ラ
グ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ダ
ン
ス
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
学
び
ま
す
。

日
時
�
10
月
17
日
木�
・
18
日
金�

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
、
19
日

土�
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会

場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
１

ス
タ
ジ
オ

講
師
�
現
代
舞
踊

家
・
増
子
浩
介
さ
ん

参
加
料

�
３
、０
０
０
円

申
し
込
み
�

９
月
30
日
月�
ま
で

[
\
]
^
_
`
g
h
i
j

	
:
k
l
m
n
o
�
p

D
q
r
s
I

日
時
�
９
月
26
日
木�
午
後
７
時

か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料

金
�
一
般
３
、０
０
０
円
、
学
生

１
、５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

�
t
u
v
w

x
y
U
p
S
y
z
{
U

|
}
z
�
U
q
H
~

日
時
�
10
月
24
日
木�
午
後
７
時

か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー

料
金
�
３
、０

０
０
円
（
全
席
自
由
）

[
�
�
�
�
��̀
g
j

�
�
�
�
�
�
V

P
J
�
N
O
H
S
T
H

抱
腹
絶
倒
、
間
違
い
な
し
。

吉
本
新
喜
劇
が
県
内
初
登
場
！

日
時
�
11
月
17
日
日�
①
午
後
１

時
か
ら
②
午
後
５
時
か
ら

会

場
�
市
立
劇
場

料
金
�
Ａ
席

４
、５
０
０
円
、
Ｂ
席
３
、５
０

０
円
（
全
席
指
定
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

を
財
団
が
自
主
事
業
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
運
営
は
、
提
案
者

と
財
団
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
�
９
月
30
日
月�
ま
で

������� ���� ¡¢£¤¥¦§
日 時＝９月16日休�午後２時から
会 場＝リリックホール・コンサートホール
ゲスト＝長谷川陽子さん（チェロ）
料金（全席自由）＝1,000円（当日200円増）
チケットは、リリックホール、市立劇場、地球
広場（市民センター１階）、国際文化課（市役所
４階）、市内各プレイガイドでどうぞ。
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▲渡辺徹さん
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Â
Ã
Ä
�
+
�
�
�
�
�

日
時
�
10
月
８
日
火�
午
後
３
時

〜
４
時
50
分

演
題
�
「
今
、

学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
人
づ

く
り
と
は
」

講
師
�
作
家
・

童
門
冬
二
さ
ん

会
場
�
教
育

セ
ン
タ
ー
（
三
和
２
）

申
し

込
み
�
電
話
で

Â
Å
Æ
Ç
�
U
q
H
~

ÈÉ

Ê
Ë
Ì
Í

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
手
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
直
接
会
場

へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
９
月
23
日
祝�
午
後
２
時

か
ら

会
場
�
ハ
イ
ブ
長
岡

出
演
�
川
口
ホ
ル
ン
の
会
、
長

岡
ギ
タ
ー
愛
好
会
、
長
岡
少
年

少
女
合
唱
団
、
長
岡
婦
人
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
ア
ン
テ

ィ
ー
ズ
、
Ｄ
Ｓ
21

Â
Î
Ï
L
M
o
Ð
Ñ
Ñ
Ð

①
普
通
救
命
講
習
会

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場

�
厚
生
会
館

定
員
�
30
人

申
し
込
み
�
電
話
で
消
防
署
救

急
係
へ

②
救
急
フ
ェ
ア

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
後
１
時

〜
４
時

会
場
�
大
手
通
２
の

歩
行
者
天
国

内
容
�
応
急
手

当
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
救
急
隊

員
に
よ
る
救
命
劇
の
上
演
、
高

規
格
救
急
車
・
は
し
ご
車
の
試

乗
、
消
防
・
救
急
ク
イ
ズ
、
健

康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
音
楽

隊
の
演
奏
な
ど

Â
Ò
Ó
Ô
b
Ã
Õ

市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」

担
当
の
小
林
正
夫
さ
ん
が
講
師

を
務
め
ま
す
。

①
秋
植
え
球
根
の
植
え
方
・
育

て
方

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前

定
員
�
30
人

参
加
料
�

１
、０
０
０
円

持
ち
物
�
筆
記

用
具

申
し
込
み
�
９
月
18
日

水�
ま
で

②
初
心
者
基
礎
講
座

花
の
選
び
方
や
種
の
ま
き
方

・
育
て
方
、
土
作
り
な
ど
の
園

芸
の
基
礎
を
学
び
ま
す
（
す
べ

て
の
回
に
参
加
が
原
則
）。

日
時
�
９
月
24
日
〜
10
月
29
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
（
計
６
回
）

会
場
�

北
地
域
図
書
館

定
員
�
20
人

参
加
料
�
３
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

持
ち
物
�
筆
記
用
具

申
し
込
み
�
９
月
18
日
水�
ま
で

Â
Ö
×
=
b
Ø
Ù
ÚÛÜ

�
Ý
Þ
#
�
�
�
�
�

県
内
16
地
区
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
17
人
が
、
熱
く
意
見
を

発
表
し
ま
す
。

今
の
中
学
生
の
心
を
と
ら
え

て
い
る
も
の
は
？
彼
ら
の
夢
、

本
音
、
日
ご
ろ
の
悩
み
は
…
？

中
学
生
の
率
直
な
言
葉
を
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
後
１
時

〜
４
時
10
分

会
場
�
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル

C
u
ß
à
e
�
�
�
�

日
時
�
９
月
22
日
日�
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
�
柿
町
周
辺

集
合
�
柿
バ

ス
停
前

対
象
�
小
学
生
〜
一

般

参
加
料
�
50
円

持
ち
物

�
筆
記
用
具
、
観
察
用
具

申

し
込
み
�
９
月
19
日
木�
ま
で

�


a
á
â
�

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
、
15
日
祝�
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
場
�
厚
生
会
館

内
容
�

刑
務
所
作
業
製
品
（
家
具
、
金
属
製

品
な
ど
）
の
展
示
即
売
、
矯
正
施
設

の
紹
介

□"
新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

�
０
２
５
・
２
８
６
・
５
６
２
６

�
ã
K
N
I
ä
å
ç

W
K
~
è
H
é
ê
b
ë

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
中
央
公
民
館

講
師
�

中
本
千
鶴
子
さ
ん

参
加
料
�
２
、０

０
０
円
（
材
料
費
別
）

□"
高
柳
さ

ん
�
33
・
２
８
２
４

�
ì
í
b
î
ï
ð
Ã
Õ
�
�
�
�

日
時
�
①
９
月
19
日
〜
１
月
16
日
の

木
曜
日
②
10
月
11
日
〜
２
月
７
日
の

金
曜
日
③
９
月
18
日
〜
１
月
15
日
の

水
曜
日
（
各
計
15
回
）
の
午
前
10
時

〜
正
午
ま
た
は
午
後
１
時
〜
３
時

定
員
�
各
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

会
場
�
①
②
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
③
サ

ン
ラ
イ
フ
長
岡

□�
９
月
14
日
土�
ま

で
に
北
信
越
和
装
振
興
協
会
�
０
２

５
・
２
４
２
・
０
０
１
６
へ

�
Ð
Ñ
Ñ
Ð
ñ
ò
Ç
ó
Å
Æ
ô
õ

L
M
K
N
O
P
I

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

会
場
�
ハ
イ
ブ

長
岡

内
容
�
動
物
愛
護
パ
レ
ー
ド
、

子
猫
の
里
親
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い

教
室
ほ
か

□"
新
潟
県
動
物
愛
護
協

会
中
越
支
部
�
39
・
５
２
６
１

�
ö
H
÷
Ä
ø
ù
�
�
�

日
時
�
９
月
23
日
祝�
午
前
10
時
か
ら

内
容
�
夏
か
ら
冬
へ
向
け
て
の
手
入

れ
の
し
か
た
、
秋
ま
き
ハ
ー
ブ
の
種
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園内でキノコを採集し、専門家が鑑定します（鑑定は午前11

時から）。その後、キノコ汁をご賞味いただけます（有料）。
日 時＝10月６日日�午前９時から
入園料＝大人300円、小・中学生200円
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▲初心者基礎講座の館外学習
で（千秋が原ふるさとの森）
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X
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^
_
`
i

C
|
O
K
F
g
I
L
h
i
Ã
Õ

日
時
�
９
月
８
日
日�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

�
L
j
E
S
}
ö
H
÷
N
O
H

�
H
k
H

日
時
�
９
月
８
日
日�
・
22
日
日�

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
料
�

２
０
０
円

	
q
s
|
H
l
r
é

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
と

公
園
の
秋
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
�
９
月
14
日
土�
午
前
10
時

〜
正
午

集
合
�
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

�
m
n
Ê
o
p
b
Ò
q

s
E
x
H
r
E
x
H
s
t
p

日
時
�
９
月
15
日
祝�
午
後
２
時

〜
３
時

参
加
料
�
２
０
０
円

★
９
月
の
休
園
日

２
日
月�
、
９
日
月�
、
17
日
火�
、

24
日
火�
、
30
日
月�

問
い
合
わ
せ
�
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
�
47
・
８
０
０
１

u�
v
w
x
y

u"
z
{
|
}
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a
b

ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
カ
プ
セ
ル
、

ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
船
な
ど
の
資

料
の
見
学
会
で
す
（
入
場
無
料
）。

期
日
�
９
月
15
日
祝�
・
22
日
日�

時
間
�
①
午
前
10
時
〜
正
午
②

午
後
１
時
〜
３
時

会
場
�
新

陽
２
丁
目
地
内

定
員
�
各
回

70
人

申
し
込
み
�
電
話
で

c
d
e
f
�
�
b


�
�
�

日
時
�
９
月
６
日
金�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
、
曇
天
の

場
合
は
中
止
）

会
場
�
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�


�
�
�

期
間
�
10
月
６
日
〜
12
月
の
土

曜
日
ま
た
は
日
曜
日

時
間
�

午
前
10
時
も
し
く
は
午
後
２
時

か
ら

定
員
�
各
20
人

申
し

込
み
�
９
月
14
日
土�
〜
29
日
日�

の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

に
参
加
料
を
添
え
て
直
接
セ
ン

タ
ー
へ
（
休
館
日
を
除
く
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
９
月
16

日
休�
〜
20
日
金�
、
秋
番
組
に
入

れ
替
え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

９
月
21
日
土�
か
ら
は
、「
な
ぜ
な

ぜ
？
地
球
」
を
投
映
し
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
は
９
月
２
日
月�

〜
13
日
金�
、
補
修
工
事
の
た
め

お
休
み
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

対
象
は
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下

の
人
で
す
。

期
間
�
10
月
〜
３
月

時
間
�

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

教
材
費
�
花
道
１
９
、０
０
０
円
、

料
理
１
４
、０
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円

申
し

込
み
�
９
月
９
日
月�
〜
30
日
月�

に
、
教
材
費
と
利
用
者
協
議
会

費
４
０
０
円
を
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
へ

�
�
�
�
�
�
�
 
 
�
�
!

車
い
す
の
人
も
ど
う
ぞ
。

日
時
�
10
月
２
日
〜
30
日
の
毎

週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
�
南
部
体
育
館

対
象
�

心
身
障
害
児
・
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

指
導
�
長
岡
市
テ
ニ
ス

協
会

持
ち
物
�
内
履
き
、
硬

式
用
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し

出
し
あ
り
）

申
し
込
み
�
９

月
20
日
金�
ま
で

"
#
$
�
�
%
&
'
(
)
�
*
+
�

,
�
�
-
.
/
0
1
2
3
.
/
4

/
5

�
�
�

日
時
�
９
月
28
日
土�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

講
師
�
ラ
ブ
ピ
ー
ス
ク
ラ
ブ

代
表
・
北
原
み
の
り
さ
ん

□6
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ス
タ
デ
ィ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
鈴
木
さ
ん
�
33
・
８
２
２

７"
7
8
9
:
;
a
<
a
#
$
�
�

内
容
と
期
日
�
①
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
…
９
月
29
日
日�
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
45
分
②
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴

呆
の
原
因
と
診
断
・
治
療
〜
医
学
・

工
学
・
理
学
の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
…
10
月
12
日
土�
・
19
日
土�
午
後

１
時
〜
５
時
15
分

会
場
�
①
上
越

市
市
民
プ
ラ
ザ
②
中
央
図
書
館
講
堂

受
講
料
�
５
、８
０
０
円

定
員
�
各

50
人

□=
①
は
９
月
24
日
火�
ま
で
②

は
９
月
11
日
水�
〜
10
月
８
日
火�
に
所

定
の
申
込
書
を
〒
９
４
０
｜
２
１
８

８
上
富
岡
町
１
６
０
３
の
１
長
岡
技

術
科
学
大
学
研
究
協
力
課
�
47
・
９

２
７
８
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

"
>
?
@
A
B
b
7
8
/
C
�

日
時
�
10
月
５
日
土�
午
前
９
時
45
分

〜
午
後
２
時
30
分

会
場
�
南
部
体

育
館
、
宮
内
公
民
館

内
容
�
親
と

子
の
体
操
教
室
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク

ス
、
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
（
以
上
参
加

料
１
人
１
０
０
円
）、
離
乳
食
講
座
、

個
人
相
談
（
以
上
参
加
無
料
）

託

児
�
１
０
０
円

□=
日
本
助
産
師
会

長
岡
班
・
金
子
さ
ん
�
23
・
１
４
８

３
（
午
後
５
時
〜
８
時
）、
富
樫
さ
ん

D
36
・
１
８
４
７

EF

G
H
I

�
JK
L
M
M
N
O

P
Q
R
S
T
U
V
W
X

�
JY
L
Z
[
N
\

]
^
P
Q
R
_
X
`

�
Jg
L
O
O
M
h

i
Jj
L
\
k
k
Z

l
m
n
o
I�

JK
L
M
M
Z
p

i
Jg
L
N
Z
k
N

電
子
工
作

模
型
工
作

星

空

理
科
工
作

将

棋

書

道

焼

物

絵
と
デ
ザ
イ
ン

絵
と
工
作

教
室
名

小
５
以
上

小
３
以
上

小
３
以
上

小
３
以
上

小
１
以
上

小
３
以
上

小
３
以
上

小
２
以
上

小

１
対
象

１
、０
０
０
円

（
別
に
材
料
費
）

１
、０
０
０
円

（
別
に
材
料
費
）

３
５
０
円

（
別
に
星
座
盤
代
）

１
、５
０
０
円

無

料

１
、０
０
０
円

２
、０
０
０
円

１
、２
０
０
円

１
、４
０
０
円

参
加
料

10回 ７回 10回５回 10回 回
数

ペ
ン
毛
筆 茶 道 料理 花 道 講

座

水
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス

金
曜
コ
ー
ス

木
曜
コ
ー
ス

水
曜
コ
ー
ス

火
曜
コ
ー
ス

月
曜
コ
ー
ス

コ

ー

ス小川流 宗�流 池

坊

草
月
流

成
月
流

池

坊

草
月
流煎茶 抹 茶

30人 各15人 各24人 各30人 定
員

q r s t u v w x y z { |
長岡地域の豊かな自然や歴史、文化、産業などをバス
で巡る「地域探訪ツアー」で、ふるさとの魅力を再発見
してみませんか。
定 員＝各コース40人
参加料＝3,000円（昼食代、入館料等。当日に）

申し込み＝９月27日金�必着で、はがきに住所、氏名、年
齢、電話番号、希望コース、バスの乗降場所（ホ
テルニューオータニ長岡前、市立劇場前のいず
れか）を記入し、〒940-0084幸町２の１の１長
岡地域広域行政組合�37・6067へ。ホームペー
ジ}~~��//������������������������~����からも申し
込みできます（多数の場合抽選）。

期 日 コ ー ス 名 ホテルニューオータニ
長岡前発（着） 市立劇場前発（着）

10／11金�
見附市・和島村「外山家庭園・大平森林公園」と「良寛の里」探訪 9：10（16：40） 9：30（16：20）
長岡市・山古志村「山本元帥・小山画伯」と「闘牛・中山隧道」探訪 9：10（16：50） 9：30（16：30）
出雲崎町・越路町「良寛・天領の里」と「三波春夫・長谷川邸」探訪 9：00（16：40） 9：20（16：10）

10／12土� 三島町・小千谷市「三島の歴史＆食」と「小千谷の特産」探訪 9：10（16：40） 9：30（16：20）
長岡市・栃尾市「郷土の英傑」と「ちまき作り体験」探訪 9：00（17：00） 9：20（16：40）

10／13日� 川口町・小国町「杜のかたらい・芸術村会館」と「温泉」探訪 9：00（16：40） 9：20（16：20）
与板町・中之島町「楽山苑・直江兼続」と「大竹邸・夕市」探訪 9：10（16：30） 9：30（16：20）
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EÄ

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」（
２
階
）

�
39
・
２
７
４
６

c
Å
Æ
Ç
È
É
Ê
Ë
Ì

%
Í
Î
Ï
(
Ð
Ñ
Ò
�
Ï
(

-
Ó
Ô
Õ
Ô
/
Ö
×
Ø
-
5

写
真
家
の
落
合
由
利
子
さ
ん

が
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育

て
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の

男
女
の
日
常
に
密
着
取
材
し
、

撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
�
９
月
11
日
水�
〜
29
日
日�

会
場
�
２
階
ロ
ビ
ー

�
 
Ù
Ú
Û
Ü
�
�%
Ý
b
�
Ð

Þ
ß
Ð
Ó
�
Ò
Ï
Ô
0
1
5

ゲ
ス
ト
に
写
真
家
・
落
合
由

利
子
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。
フ
リ

ー
ト
ー
ク
と
サ
イ
ン
会
も
あ
り

ま
す
。

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
２

階
２
０
２
会
議
室

定
員
�
60

人

申
し
込
み
�
電
話
ま
た
は

D
39
・
２
７
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ル

�
�àà ＠

á�~â��������������~����

か
窓
口
で

保
育
�
希
望
す
る

人
は
９
月
17
日
火�
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
子
ど
も
１

人
３
０
０
円
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

�
39
・
２
７
１
４

�
ã
ä
å
Ú
ç
è
�
�
�

カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な

島
国
ジ
ャ
マ
イ
カ
。
レ
ゲ
エ
や

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ヒ
ー

の
故
郷
で
も
あ
る
こ
の
国
は
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
世
界

有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
地
球

広
場
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日
�
９
月
30
日
月�
〜
10
月
21

日
月�

【
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
】

日
時
�
10
月
５
日
土�
午
後
１
時

〜
４
時

内
容
�
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
人
に
よ
る
文
化
・
国
紹
介
、

レ
ゲ
エ
を
聞
き
な
が
ら
の
ブ
ル

ー
マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
試

飲
な
ど

ち
び
っ
こ
広
場（
４
階
）

�
39
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
利
用
を

一
部
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

c
É
Ñ
Ò
�
�%
é
ê
ë
ì
/

É
Ñ
Ò
í
f
î
�
Ò
�
ï
ð
5

お
父
さ
ん
の
子
育
て
体
験
談

を
聞
い
て
、
楽
し
い
子
育
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

ご
夫
婦
で
ど
う
ぞ
。
講
座
中

は
、
ち
び
っ
こ
広
場
で
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

日
時
�
９
月
21
日
土�
午
前
11
時

か
ら

申
し
込
み
�
９
月
17
日

火�
ま
で

�
ñ
ò
ó
ô

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

õ
ö
÷
ø
Ï
ù
Ú
ú

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
９
月
18
日
水�
・
25
日
水�
、

10
月
２
日
水�
の
午
前
10
時
45
分

か
ら
（
15
分
程
度
）

そ
の
他
の
催
し

c
û
ü
ý

þ
ü
ÿ
ff

�
�
�

�
�
þ
ÿ
Þ
ß
Ì

期
間
�
９
月
24
日
火�
〜
30
日
月�

会
場
�
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

内
容
�
長
岡
造
形
大
学
生
が
考

え
る
城
内
町
の
将
来
像
の
展
示

�
�
�
�
	


Ì

期
間
�
10
月
１
日
火�
〜
15
日
火�

会
場
�
イ
ベ
ン
ト
広
場

õ
a
b
c
d
e
ñ
ò
f
�
�
�

日
時
�
９
月
25
日
水�
・
30
日
月�
、

10
月
４
日
金�
・
７
日
月�
の
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

会
場
�
３

０
２
会
議
室
（
９
月
25
日
は
２

０
４
会
議
室
）

相
談
員
�
長

岡
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
（
９
月
25
日
、
10
月
７

日
）、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
９

月
30
日
、
10
月
４
日
）

問
い

合
わ
せ
�
長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
�
47
・
２
２
０

８
、
D
47
・
２
２
０
６

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）

c
�


/
�
�
�
�
�
�
Ì

期
間
�
９
月
18
日
水�
〜
23
日
祝�

�
7
8
�
�
�
Ê
Ë

f
�
�
�
!
�
�
Þ
ß
Ì

期
間
�
９
月
26
日
木�
〜
30
日
月�

õ
�
�
�
�
/
�
�
�
Î

�
Ö
�
�
Ì

期
間
�
10
月
１
日
火�
〜
７
日
月�

10/３
木�

期
日

家
庭
内
で
の
困
り

ご
と 内

容

家
庭
児
童

相
談
員

担
当

26
木�

17
火�
９/12
木�

子
育
て
に
つ
い
て

幼
児
期
の
日
常
生

活 幼
児
期
の
食
事

主
任
児

童
委
員

保
育
士

栄
養
士

 !"#$%&'(²MNNM
子どもからお年寄

りまで楽しめる催し
が盛りだくさん。子
育て情報も満載です。
日時＝９月14日土�午

前10時～午後
４時

会場＝ながおか市民
センター

内容＝午前10時にオープニングファンファ
ーレ（市民センター入口にて）で開会

ちびっこ広場（４階）
遊びの広場、お店やさんごっこ、手作り
おもちゃ教室、おもちゃ工場、フリーマ
ーケットほか

２階フロア
ロボット実演（11：00～、14：00～）、バ
ルーンアート、手品教室、子育て情報コ
ーナー、親子サークル紹介ほか

地下１階イベント広場
人形劇『ちょうちん座の公演』（10：30～）、
お父さんと遊ぼう)�*~１（乳幼児向け、11：
45～）、ダンス++,-./0++ダンス++（13：
00～）、お父さんと遊ぼう)�*~２（幼児・
小学校低学年向け、14：15～）、フルート
アンサンブル・ピアノ演奏（15：30～）

大手通り歩行者天国
アンパンマンふわふわトランポリン、段
ボールアート、ジャンボシャボン玉ほか

（内容は一部変更する場合があります）
問い合わせ ちびっこ広場�39・2775

§123�4UVWw¡5µ �JKLgj6J
時間の記載がないものは、平日・土曜日が午前９時～午後９時、日曜・祝日が午前９時～午後６時30分です。
金額の記載がない催しはすべて無料です。
市民ギャラリーは、各展示の最終日は午後３時までです。

▲昨年の子育てフェスティバル



１
、５
０
０
円
、
児
童
生
徒
の
み

５
０
０
円
、
成
人
の
み
１
、５
０

０
円

申
し
込
み
�
市
民
体
育

館
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
	

期
日
�
火
曜
コ
ー
ス
…
９
月
24

日
〜
10
月
29
日
、
木
曜
コ
ー
ス

…
９
月
12
日
〜
10
月
17
日
（
各

計
６
回
）

時
間
�
午
前
10
時

〜
正
午

会
場
�
市
民
体
育
館

参
加
料
�
２
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

持
ち
物
�
内
履
き

問

い
合
わ
せ
�
火
曜
コ
ー
ス
…
小

林
美
加
子
さ
ん
�
23
・
２
０
８

４
、
木
曜
コ
ー
ス
…
佐
藤
理
子

さ
ん
�
34
・
３
６
８
１

申
し

込
み
�
市
民
体
育
館
へ



a
b
c
d
e
f
�
�


�
�

�
�
�
�
�

期
日
�
９
月
29
日
日�
会
場
�

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

種
目
�

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
ベ
テ
ラ
ン

対

象
�
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人

参
加
料
�
１
組
４
、０

０
０
円
（
長
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

員
は
１
組
２
、０
０
０
円
）

申

し
込
み
�
９
月
23
日
祝�
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん
�
29
・
１

４
８
９
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
�
10
月
１
日
〜
22
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
（
計
４
回
）

会
場
�

南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

対
象
�
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）

定
員
�
20
人

参
加

料
�
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
�
外
履
き
の
運
動
靴

申
し
込
み
�
南
部
体
育
館
�
39

・
３
６
０
０
へ

�
�
�
�
�
d
�
�
f
�



�
 
!
"

日
時
�
10
月
６
日
〜
３
月
23
日

の
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

（
計
18
回
。
時
間
は
ク
ラ
ス
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

会
場
�

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象

�
小
学
１
年
生
〜
４
年
生

定

員
�
70
人

参
加
料
�
１
０
、０

０
０
円

申
し
込
み
�
10
月
５

日
土�
正
午
か
ら
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
で
受
付
（
応
募
多
数
の

場
合
、
午
後
０
時
15
分
か
ら
抽

選
）

問
い
合
わ
せ
�
悠
久
ス

イ
ミ
ン
グ
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

吉
岡
内
）
�
33
・
３
４
４
２

#
�
�
�
$
%
&
$

'
(
�
�
�
�
(
e
�
�

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
団

体
や
他
の
時
間
で
の
申
し
込
み

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時

〜
９
時

対
象
�
中
学
生
以
上

定
員
�
各
回
４
人

会
場
�
市

民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き
靴
、
施
設
利
用
料

申

し
込
み
�
希
望
日
の
２
日
前
ま

で
に
市
民
体
育
館
へ

イ
ス
」

対
象
�
勤
続
10
年
程
度
の

管
理
職
を
目
指
す
中
堅
女
性
社
員

定
員
�
20
人

□)
財�
21
世
紀
職
業
財

団
新
潟
事
務
所
�
０
２
５
・
２
４
９

・
５
６
６
０

*
(
+
,
-
�
.
/
0
�
�
12
3
4
5

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
10
月
11
日
金�
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
�
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

内
容
�
①
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
6
血
液
の
ド
ロ
ド
ロ
と
サ
ラ
サ

7
8
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
②

樹
脂
加
工
良
否
を
決
め
る
6
流
れ
の

痕
跡
8
9
つ
い
て

□:
長
岡
技
術
科

学
大
学
化
学
系
・
五
十
野
善
信
さ
ん

�
47
・
９
３
０
３
、
;
47
・
９
３
４

１*
a
b
<
=
�
>
�
>
?

@
A
B
C
C
D
E
F
G
B
H

B
I

A
B
C
B
J
K
L
M
N
!
"

10
月
12
日
・
13
日
の
大
学
祭
で
展

示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
絵
画
、

写
真
、
彫
刻
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。

作
品
の
テ
ー
マ
�
①
大
学
祭
の
テ
ー

マ
「
爛O

P

爛O
P

」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

②
自
由
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か

応
募

資
格
�
15
歳
以
上
の
人

搬
入
日
時

�
10
月
５
日
土�
〜
７
日
月�
午
前
10
時

〜
午
後
８
時

搬
出
日
�
10
月
14
日

月�
□)
９
月
12
日
木�
ま
で
に
大
学
祭

実
行
委
員
会
�
・
;
29
・
８
９
１
４

へ*
Q
R
S
T
�
$
%
&
$

�
�
�
U
V
W
�
�
	
2
3
4
5

期
日
�
①
10
月
26
日
土�
・
27
日
日�
②

11
月
30
日
土�
・
12
月
１
日
日�
時
間

�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
�

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員
�

①
②
各
５
人

□)
９
月
20
日
金�
ま
で

に
太
刀
川
さ
ん
�
32
・
３
９
７
８
へ

XY

Z[\]^_`ghi jklmnopqr

悠久山屋内温水プールは、９月24日火�～10月４日金�、施
設修繕および清掃作業のため臨時休館します。
ご協力をお願いします。

問い合わせ スポーツ振興課�32・6117

stuvwxyz{
〈初回に持参するもの〉 参加料、内履き靴、顔写真１枚（縦

５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。

|

}

x

y

~

東
蔵
王
２
の
２
の
72

教室名 親子ふれあいコース

対 象
平成11年４月２日～平成12
年４月１日までに生まれた
子どもとその保護者

定 員 15組

期 間 ９月19日～３月27日毎週木曜日

時 間 10：30～11：30

内 容

親と子のスキンシップ。走
る、跳ぶ、投げるなどの発
達段階に応じた基礎運動。
ボールやマットを使った運
動、リズム体操など。

参加料 5,000円×２回払い
（体育館使用料込み）

申し込み ９月12日木�午前９時から
北部体育館�24・6116へ

�

�

x

y

~

学
校
町
１
の
２
の
１

教室名
親子体育教室

めばえ
火曜日コース

対 象
平成11年４月２日～平成12
年４月１日までに生まれた
子どもとその保護者

定 員 15組

期 間
９月24日～
３月18日

毎週火曜日

時 間 13：30～
14：30

参加料 5,000円×２回払い（体育館使用料込み）

申し込み ９月12日木�午前９時から市民体育館�34・2700へ

内 容
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるな
どの発達段階に応じた基礎運動。ボールやマッ
トを使った運動、リズム体操など。

幼年体育教室
ひよこ つばさ

水曜日コース 金曜日コース 火曜日コース 金曜日コース 水曜日コース 木曜日コース
平成８年４月２日～平成
11年４月１日までに生ま
れた子どもとその保護者

小学校１～３年生

10組 ５組 15組 ５組 15人 10人
９月18日～
３月12日
毎週水曜日

９月20日～
３月14日
毎週金曜日

９月24日～
３月18日
毎週火曜日

９月20日～
３月14日
毎週金曜日

９月18日～
３月12日

毎週水曜日

９月19日～
３月20日

毎週木曜日

10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

4,000円×２回払い
（体育館使用料込み）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
.

�
�
/
�
�

日
時
�
10
月
８
日
火�
午
前
９
時

か
ら
（
雨
天
の
場
合
は
９
日
。

９
日
も
雨
天
の
時
は
中
止
）

会
場
�
信
濃
川
河
川
公
園
自
由

広
場
・
サ
ッ
カ
ー
場

対
象
�

55
歳
以
上
（
同
じ
小
学
校
区
に

住
む
人
等
で
チ
ー
ム
を
編
成
。

１
チ
ー
ム
４
、
５
人
で
、
同
じ

校
区
か
ら
４
チ
ー
ム
ま
で
出
場

可
）

競
技
方
法
�
個
人
戦
と

団
体
戦
（
チ
ー
ム
の
上
位
４
人

の
合
計
打
数
で
競
う
）

参
加

料
�
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
当

日
に
）

申
し
込
み
�
９
月
18

日
水�
ま
で
に
地
区
公
民
館
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

申
込
書
で

抽
選
会
�
９
月
30

日
月�
午
後
１
時
30
分
か
ら
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

�
c
�
�
�
?
�
�
�
�
�
�

日
時
�
９
月
29
日
日�
午
前
10
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館
武

道
場

内
容
�
入
門
太
極
拳
、

24
式
太
極
拳
、
32
式
太
極
剣
、

総
合
太
極
拳

参
加
料
�
５
０

０
円
（
当
日
に
。
中
学
生
以
下

無
料
）

申
し
込
み
�
９
月
28

日
土�
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ

�
c
�
�
�
?
�
�
�
�

日
時
�
10
月
14
日
祝�
午
前
10
時

か
ら

会
場
�
市
民
体
育
館
弓

道
場

種
別
�
一
般
の
部
、
高

校
の
部
、
初
心
者
教
室
・
親
子

教
室
の
部

参
加
料
�
一
般
３

０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
円
（
初

心
者
教
室
・
親
子
教
室
の
部
は

無
料
）

申
し
込
み
�
10
月
７

日
月�
ま
で
に
市
民
体
育
館
弓
道

場
へ
（
電
話
は
不
可
）

�
c
�
�
�
?

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
�
10
月
19
日
土�
午
前
９
時

30
分
か
ら

会
場
�
北
部
体
育

館

参
加
料
�
１
チ
ー
ム
１
、０

０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込

み
�
10
月
11
日
金�
ま
で
に
中
越

高
校
・
笠
原
さ
ん
�
24
・
０
２

０
３
、
;
24
・
０
２
０
５
へ

�
�
�
�
�
�
%
�
	

日
時
�
９
月
19
日
〜
10
月
24
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時（
10
月
17
日
を
除
く
計
５
回
）

会
場
�
市
民
体
育
館
第
二
武
道

場

対
象
�
親
子
ま
た
は
児
童

生
徒
、
成
人

参
加
料
�
親
子

����� �� ¡¢£¤¡¥¦§ n̈¥n¥�©¤ª¥¥̈¨
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*
�
�
Ì
�
.
Í
�
�
�
Î
�

日
時
�
10
月
４
日
金�
午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
�
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

入
場
料
�

無
料

□)
往
復
は
が
き
に
講
演
会
希

望
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
９
４
０
｜
１
１
０
５
摂
田

屋
１
の
６
の
14
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
長
岡
・
長
谷
川
和
子
さ
ん
�
39
・

０
５
２
２
へ

*
�
Î
�

@
>
Ï
�
�
Ð
-
�
�
�
�
L

日
時
�
10
月
５
日
土�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
�
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー

講
師
�
新
潟
女
子
短

期
大
学
教
授
・
福
嶋
秩
子
さ
ん

参

加
料
�
無
料

□)
江
口
さ
ん
�
28
・

０
５
７
３
、
;
28
・
０
５
７
２

*
�
Î
�
@
Ñ
Ò
%
$
Ó
Ô
Õ

Ö
%
Ñ
Ò
%
L

ケ
ア
ハ
ウ
ス
水
清
庵
名
誉
施
設
長

の
水
前
寺
清
子
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

日
時
�
10
月
９
日
水�
午
後
１
時
か
ら

会
場
�
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場

料
�
無
料
（
要
整
理
券
）

□)
社
会

福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会
槇

山
け
や
き
苑
�
29
・
２
５
０
０
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
の
杜
�
22
・
４
４

０
０

*
×
Ø
$
%
&
$
Ù
Ú
�
�
�
e
Û

Ü
d
Ý
�
2
3
4
5

日
時
�
10
月
10
日
木�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分

会
場
�
ア
ト
リ
ウ
ム

長
岡

内
容
�
①
講
義
「
こ
れ
か
ら

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
考
え
方
」
（
講

師
…
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
・
ナ
イ
ス
代

表
・
竹
内
再
起
子
さ
ん
）、
体
験
発
表

「
先
輩
女
性
管
理
職
か
ら
の
ア
ド
バ

Þ
ß
à
á
â
ã
ä

�
©̈
å
ç
è
è
é

ê�
�
�
�
ë
ì
í
î
ï
�

ð
ë
ì
m
^
ñ�
© 
å
ò
é
ó

ó
ô
õ
ö
÷
ë
n
ø
¼
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さわやかな秋空の下でレクリエーションを楽しみません

か？
日 時＝10月６日日�午前10時～午後３時（雨天中止）
会 場＝国営越後丘陵公園 持ち物＝昼食、雨具など
参加料＝大人300円、小中学生200円（傷害保険料含む。ま

た、別途費用がかかるコースもあります）
コース＝①サイクリング②オリエンテーリング③越後丘陵

ポイントラリー④公園自然探勝ウォーキング⑤
42.195㎞タスキリレー⑥ヒップボード滑走⑦熱気
球体験 その他、ダンスや楽しい工作などもあり
ます。

申し込み＝①～⑤のコースは９月27日金�までにスポーツ振
興課�32・6117へ（その他は当日に申し込み受付）

開催の有無は、当日の午前７時～７時30分にスポーツ振
興課へお問い合わせください。

����°Þßháff�Þ���i�	
a
スポーツチャレンジコーナーや初心者教室などで、スポ

ーツを思いっきり楽しみませんか。
期日＝９月29日日� 対象＝小学生以上の児童・生徒
午前の部（全員参加。会場＝市民体育館）
９：00～ 開会式、スポーツ少年団の活動紹介（実演発表）
10：00～ 「アイアンマンスポーツチャレンジ」

キックターゲット、フリースローコンテス
ト、Ｔボールバッティングなど10種の楽しい
スポーツチャレンジコーナーです。

午後の部（希望者対象。時間と会場は種目で異なります）
低学年・初心者向け教室（年齢や体力に応じた運動遊

び）や経験者向けの技術クリニックを行います。
元オリンピック選手など著名選手も参加します。

・野球…13：30～16：00、悠久山野球場（雨天の場合は
南部体育館グリーンフロア）

・バスケットボール…12：00～15：00 南部体育館
・バレーボール…13：00～15：30 市民体育館
・サッカー…13：30～16：00 信濃川河川公園サッカー場

特設コーナー「秋の体力チェックデー」
13：00～15：30 （会場＝市民体育館）
筋力、瞬発力など５つの項目を測定し、コンピューター

で診断します。どなたでも参加できます。
※午後の会場移動は各自でお願いします。
※車で来場の際は、できるだけ相乗りでお願いします。
申し込み＝９月20日金�までに長岡市スポーツ少年団本部事

務局（市民体育館内）�34・2700へ

▲グラウンド・ゴルフって楽しいね！

b)
c
d
e
f
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き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
」

定

員
�
40
人

参
加
料
�
５
０
０

円

申
し
込
み
�
９
月
12
日
木�

ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


a

b
c
d
e
f
�
�

�
�
�
�

転
倒
に
よ
る
骨
折
が
原
因
で

寝
た
き
り
に
な
る
高
齢
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

健
脚
度
の
向
上
を
目
指
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
健
康
に
と
っ

て
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
を

探
り
な
が
ら
、
正
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
10
月
13
日
日�
午
前
10
時

〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

会
場

�
市
営
陸
上
競
技
場

講
師
�

明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
高

橋
賢
一
さ
ん

内
容
�
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
基
礎
知
識
、
正
し
い

歩
き
方
の
指
導
等

定
員
�
２

０
０
人
（
先
着
順
）

持
ち
物

�
運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴

申
し
込
み
�
10
月
４
日
金�
ま
で

に
電
話
、
�
39
・
５
２
２
２
、

Ｅ
メ
ー
ル������ ＠

���������

������������� 
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接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
に
備
え
て
あ
る
「
接
種

上
の
注
意
事
項
」
を
確
認
し
、「
予

診
票
」
に
記
入
・
署
名
の
う
え
、

医
師
の
問
診
を
受
け
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
流
行
時

期
や
接
種
の
効
果
な
ど
か
ら
、

で
き
る
だ
け
11
月
末
ま
で
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
�
長
岡
市
に
住
所
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
現

在
の
満
年
齢
）
②
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病
気
（
そ

れ
ぞ
れ
１
級
）
が
あ
る
人
（
確

認
が
必
要
で
す
。
事
前
に
健
康

課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

期
間
�
平
成
14
年
10
月
１
日
火�

〜
平
成
15
年
３
月
31
日
月�
場

所
�
市
内
の
実
施
委
託
医
療
機

関
（
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
市
外
も
一
部
可
）

回
数

�
１
人
１
回

料
金
�
１
、０
５

０
円
（
医
療
機
関
で
。
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
）

持
参

す
る
も
の
�
保
険
証
、
健
康
手

帳
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、
医

療
受
給
者
証

4
5
6
7
8
9
a
:
;
<



子
ど
も
の
不
登
校
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
少

年
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー

相
談
室
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー

ム
、
訪
問
相
談
の
職
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
不

要
）。
日
時
�
９
月
18
日
水�
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

会
場
�
教

育
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
�

学
校
教
育
課
�
39
・
２
２
３
９

4
=
1
>
?
@
A
B
/

C
D
E
1
2
3

長
岡
市
農
業
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
が
、
７
月
７
日
に
行
わ

れ
、
農
業
団
体
、
市
議
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
委
員
と
合
わ
せ
て

33
人
の
新
農
業
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
22
日
の

第
１
回
総
会
で
新
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

◎
新
役
員

会

長

松
川
武
司

会
長
職
務
代
理
者

清
水
英
雄

農
地
部
会
長

高
橋
信
昭

同
職
務
代
理
者

佐
藤
和
夫

農
政
部
会
長

石
橋
F
次

同
職
務
代
理
者

林

清
治

運
営
委
員

吉
原
松
雄

運
営
委
員

中
島
興
一
郎

◎
選
挙
に
よ
る
委
員
（
28
人
）

農
地

熊
原

豊

川
崎
町

農
政

鈴
木
金
次

長
倉
町

農
政

佐
藤

久

中
沢
２

農
地

坂
井
政
雄

鷺
巣
町

農
地

吉
原
松
雄

前
島
町

農
地

高
橋
信
昭

摂
田
屋
２

農
政

小
幡

勝

濁
沢
町

農
政

川
上
憲
一

十
日
町

農
地

佐
藤
英
至

六
日
市
町

農
政

花
垣
英
巳

新
保
３

農
政

林

清
治

浦
瀬
町

農
地

加
藤
尚
登

桂
町

農
政

松
川
武
司

下
々
条
町

農
地

市
川
三
雄
司

高
見
町

農
地

井
上
道
弘

百
束
町

農
政

小
黒
和
明

新
組
町

農
政

鈴
木

勇

槇
山
町

農
地

土
岡
勝
己

古
正
寺
町

農
地

佐
藤
和
夫

三
之
宮
町

農
政

中
島
興
一
郎脇

川
新
田
町

農
地

清
水
英
雄

福
道
町

農
政

池
津

宏

王
番
田
町

農
地

小
田
原
捷
二

才
津
南
町

農
政

石
橋
F
次

深
沢
町

農
政

長
谷
川
秀
秋

堺
町

農
地

吉
田
辰
雄

高
寺
町

農
政

松
本
泰
夫

宮
本
町
４

農
地

五
十
嵐
世
樹大

積
田
代
町

◎
選
任
に
よ
る
委
員
（
５
人
）

（
農
業
協
同
組
合
）

農
政

田
井
忠
榮

亀
崎
町

（
農
業
共
済
組
合
）

農
地

若
月
榮
吉

芹
川
町

（
市
議
会
）

農
政

横
山
益
郎

宮
下
町

農
地

近
藤
唯
一

渡
沢
町

農
政

土
田
九
二
男

浦
瀬
町

問
い
合
わ
せ
�
農
業
委
員
会
事

務
局
�
39
・
２
２
４
３

4
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H
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M
NO
K
H�
P

Q
%
R
S
T
U
V
R
W
X

ス
ロ
ー
ガ
ン

や
さ
し
さ
と

早
め
の
ラ
イ
ト
で

防
ぐ
事
故

Y
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Z
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]
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�
;
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新
潟
県
鍼
灸
師
会
の
会
員
が
、
無

料
で
相
談
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
９
月
16
日
休�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

け
さ
じ
ろ
第
二
、
三
和
室

□̀
遠
藤

鍼
灸
院
�
33
・
８
６
５
５

Y
K
g
h
i
j
k
=
l
m
n
o

�
p
q
r
Z
q
s
t
Z
s
t
q
t

u
v
%
w
x
v
y

☆
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講
習
会

日
時
�
９
月
14
日
、
21
日
、
28
日
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分

会
場
�
中
央
公
民
館

持
ち
物

�
大
判
の
ハ
ン
カ
チ

対
象
と
定
員

�
一
般
、
20
人

参
加
料
�
１
、０
０

０
円

□z
９
月
12
日
木�
ま
で

☆
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時
�
９
月
28
日
土�
・
29
日
日�
、
10

月
12
日
土�
・
13
日
日�
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

会
場
�
長
岡
赤
十
字
病

院

対
象
と
定
員
�
15
歳
以
上
、
30

人

参
加
料
�
３
、０
０
０
円

□z
９

月
20
日
金�
ま
で

Y
5
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{
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日
時
�
10
月
３
日
木�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場
�
市
役
所
幸
町
分
室

第
５
会
議
室

対
象
�
不
動
産
の
賃

貸
や
価
格
決
定
で
困
っ
て
い
る
人

□̀
社�
新
潟
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
�

０
２
５
・
２
２
５
・
２
８
７
３

Y
|
}
$
~
�
�
�
c
�
�
�
�
�

活
動
日
�
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日

対
象
�
１
０
０
ｍ
以
上
泳
げ
る
人

（
研
修
会
有
）

□̀
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
ス
イ
ミ
ン
グ
長
岡
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
井
上
さ
ん
�
39
・
８
４
７
７

tG

▲高橋賢一さん

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

今
年
の
火
災
に
よ
る
死
者

は
、
す
で
に
６
人
（
７
月
31

日
現
在
）
に
達
し
、
昨
年
１

年
間
の
４
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、

近
所
の
人
に
大
声
で
火
災
を

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
屋
外

に
避
難
し
、
１
１
９
番
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
人
が
い
る
場
合

は
、
隣
近
所
で
の
助
け
合
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
�
消
防
本
部
予
防
課
�

35
・
２
１
９
０

�
�
�
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どなたでも参加できます。みなさんおそろいで
どうぞ。
日時＝10月３日木�午後１時30分から
会場＝長岡市立劇場
内容＝ＢＳＮアナウンサー・大倉修吾さんの講演、

新潟県警察音楽隊の演奏など
問い合わせ＝防災課�¢£¤¥¥¦§
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体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
に
機
能
訓

練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
第
１
・
３
水
曜
日

は
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単

な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
９
月

16
日
休�
・
23
日
祝�
は
休
み
）

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち

½
¸
¹
�
�
;
<
¾

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や
足
腰
の

筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
、

寝
た
き
り
予
防
な
ど
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
（
要
予
約
）。

日
時
�
９
月
12
日
、
26
日
木
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

み
や
う
ち

申
し
込
み
�
介
護

保
険
課
�
39
・
２
２
４
５

·
�
�
¿
À
�
R
À
¿
À
�

会
場
・
実
施
時
間
等
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

½
Á
u
H
Â
Z
JO
u
H
Â

�
�
Ã
Ä
�
�
�
�

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の
対
象
�
４
か
月
児
…
平

成
14
年
６
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
12
月
生
ま
れ

持
ち
物
�
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

Å
Æ
Ç
È
É
Ê
d
(
a
Ë
;
<

糖
尿
病
を
正
し
く
知
り
、
上

手
に
つ
き
あ
う
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
�
９
月
19
日
木�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
栄
養
士

・
保
健
師
に
よ
る
食
事
相
談
と
指

導

申
し
込
み
�
前
日
ま
で

Ì
Í
Î
Ï
%
�
�
;
<
¾

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

�
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

Ð
Ñ
>
3
Ò
Ó
$
%
Ï
Ô
%
Õ

Ö
×
Ã
�
Ø
o
Ù
c
:
Ú
c

×
Ä
�
�
�
�
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対
象
�
車
い
す
の
利
用
等
で
、

集
団
で
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
診
す
る
の
が
困
難
な
人

日
時
�
10
月
１
日
火�
・
２
日
水�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

�
10
月
１
日
火�
…
さ
ん
わ
工
房
、

２
日
水�
…
健
康
セ
ン
タ
ー

申

し
込
み
�
９
月
20
日
金�
ま
で

Û
Ü
(
Ý
�
Þ
Ë
ß
¾

健
康
診
査
な
ど
で
、
肥
満
度

20
％
以
上
、
ま
た
は
高
脂
血
症

（
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
の
多
い
状
態
）
と

診
断
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
運

動
の
実
践
方
法
や
食
事
の
改
善

方
法
を
講
習
し
ま
す
。

日
時
�
９
月
18
日
水�
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場

�
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
体

脂
肪
測
定
、
運
動
の
講
義
と
実

践
、
調
理
実
習
、
講
義
「
内
臓

肥
満
撃
退
！
血
液
を
さ
ら
さ
ら

tà

Y
á
c
â
	
c
ã
â
Ù
a
�
a
(

ä
å
$
�
�


�
�
�
�

期
日
�
①
９
月
５
日
木�
②
９
月
６
日

金�
③
９
月
９
日
月�
④
９
月
10
日
火�

時
間
�
午
前
９
時
〜
正
午
（
②
は
午

後
１
時
〜
５
時
）

会
場
�
①
市
民

体
育
館
②
南
部
体
育
館
③
北
部
体
育

館
④
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

持
ち

物
�
運
動
靴

□̀
土
田
清
さ
ん
�
33

・
７
１
５
０

Y
ç
è
é
ê
â
ã
ë
c
:
c

ß
¾
�
ì
í
�

コ
ー
ス
と
期
日
�
①
中
島
小
学
校
コ

ー
ス
…
９
月
９
日
〜
12
月
９
日
の
毎

週
月
曜
日
②
長
岡
高
校
コ
ー
ス
…
９

月
12
日
〜
11
月
28
日
の
毎
週
木
曜
日

時
間
�
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

対
象
�
高
校
生
以
上

参
加
料
�
３
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

□z
直
接
会

場
で

□̀
①
は
村
田
文
夫
さ
ん
�
35

・
１
１
６
９
、
②
は
下
川
西
小
学
校

・
倉
内
和
弘
さ
ん
�
27
・
０
５
１
９
へ

Y
î
ï
ð
ñ
ò
ó
ô



期
日
�
10
月
14
日
祝�
（
雨
天
決
行
）

集
合
�
午
前
８
時
に
栖
吉
町
バ
ス
停

（
終
点
）

コ
ー
ス
�
栖
吉
〜
地
蔵

岩
〜
花
立
峠
〜
鋸
山
〜
八
方
台
〜
城

山
コ
ー
ス
（
下
山
）
〜
普
済
寺
（
解

散
）
の
５
時
間

対
象
�
中
学
生
以

上
で
健
康
と
脚
力
に
自
信
が
あ
る
人

参
加
料
�
５
０
０
円
（
当
日
に
）

持
ち
物
�
昼
食
、
水
筒
、
雨
具
、
手

袋
な
ど

□z
10
月
４
日
金�
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
�
32
・
６
１
１
７
へ

□̀
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
室
賀

輝
男
さ
ん
�
32
・
０
４
２
８

õz
ö
÷
ø
ù

õ̀
ú
û
ü
ý
þ

ÿff�������
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用

ください。
�休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
	夜間等の当番病院
①平日

②休日
１日日�・16日休�・29日日� 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
８日日�・22日日� 長岡赤十字病院（�28・3600）
15日祝�・23日祝� 長岡中央綜合病院（�35・3700）

月曜日・木曜日 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
火曜日・金曜日 長岡赤十字病院（�28・3600）
水曜日・土曜日 長岡中央綜合病院（�35・3700）

診療科目 受 付 時 間
休 日 急 患 診 療 所
�35・8255

内 科（小児科）
外 科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
�33・9644 歯 科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

肩
や
腰
の
痛
み
を
和

ら
げ
る
運
動
や
、
筋

力
を
つ
け
る
リ
ハ
ビ

リ
方
法
な
ど

寝
た
き
り
や
痴
呆
の

予
防
、
健
康
管
理
な

ど

相
談
内
容

理
学
療
法
士

保
健
師

担

当

10/５
土�

期
日

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店

会

場
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜

４
時

時

間



a
b
c
d�
ef
�
�
�


�

�
�
d

�
e�
�
�
�
�
�

10/９
水�

９/25
水�

期
日

栄
養
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

心
の
健
康

相
談
内
容

栄
養
士

保
健
師

保
健
師

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

担

当

¨©��������²�������
心に病を持つ人の家族と精神保健・福祉に理解のある人の

会です。悩みなどを語り合い、支え合うとともに、研修を通
して病気のことや対応のしかたなどについて学んでいます。
日時＝９月13日・20日・27日、10月４日・11日金曜日の午前
10時～正午 会場＝社会福祉センター（水道町３）
お問い合わせは、介護保険課内

精神障害者家族会事務局�39・2245へ

��b��� !²³´µ¶
日時＝９月９日月�、10月21日月�午後２時～３時30分
内容＝精神科医師による精神一般相談（予約制）

会場および問い合わせは
長岡健康福祉環境事務所地域保健課

�33・4931へ

"
#
$
%



�
�
�
�
�
�
�
�
	


a

�
b
c
d
e
c
d
f
�

市
で
は
「
第
二
次
長
岡
市
行

財
政
改
善
推
進
計
画
」
に
掲
げ

る
１
２
０
項
目
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
し
、
計
画
を
進

行
管
理
す
る
た
め
の
意
見
を
述

べ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
�
３
人
程
度
（
公
募

以
外
の
委
員
は
10
人
程
度
）

任
期
�
平
成
14
年
10
月
〜
16
年

３
月
末
日

会
議
�
１
年
に
２

回
程
度

謝
礼
�
会
議
１
回
に

つ
き
９
、１
０
０
円
（
税
込
み
）

応
募
方
法
�
９
月
24
日
火�
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
職

種
）、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機

（
８
０
０
字
程
度
）
と
長
岡
市

の
行
財
政
改
善
に
つ
い
て
の
意

見
が
あ
れ
ば
そ
れ
も
記
入
し
（
書

式
不
問
）
〒
９
４
０
｜
８
５
０

１
長
岡
市
行
政
管
理
課
�
39
・

２
２
０
８
、
�
39
・
２
２
７
７
、

Ｅ
メ
ー
ル
������ ＠

�������
�

�������
������

へ
。
選
考
結
果
は

10
月
中
旬
ま
で
に
応
募
者
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
他

�
計
画
書
は
市
役
所
１
階
市
民

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
ま
た
は
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�����

����
�
�

�������
��������
������

で
ご
覧

に
な
れ
ま
す

�
�
�
�
�
 
!
"
#
$
%
&

'
(
)
*
+
,
-
.
e
f
�

財�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行

う
施
設
や
設
備
（
み
こ
し
等
）

の
整
備
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
助
成
を
希
望

す
る
町
内
会
等
は
、
９
月
24
日

火�
ま
で
に
生
涯
学
習
課
�
32
・

０
４
３
７
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
多
数
の
場
合
は
、
９
月

30
日
月�
午
後
７
時
か
ら
抽
選
し

１
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

�
-
.
/
b
0
1
2
3
'
4
5

+
,
-
.
f
�

平
成
15
年
度
に
町
内
公
民
館

の
建
設
等
を
計
画
し
、
市
の
補

助
金
を
希
望
す
る
町
内
会
は
、

所
定
の
書
類
（
町
内
公
民
館
建

設
補
助
要
望
書
）
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

対
象
�
①
町
内
公
民
館
の
新
築
、

増
改
築
ま
た
は
購
入
（
事
業
費

が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
に

限
る
）
②
既
存
公
民
館
の
高
齢

者
、
障
害
者
の
た
め
の
改
造
（
事

業
費
30
万
円
以
上
）

申
し
込

み
�
10
月
31
日
木�
ま
で
に
生
涯

学
習
課
�
32
・
０
４
３
７
へ

�
�
�
�
6
7
8
9
:
;
<
=

>
?
@
A
B
C
d
f
�

採
用
予
定
日
�
平
成
14
年
10
月

１
日

採
用
人
数
�
1
人

雇

用
期
間
�
平
成
14
年
10
月
１
日

〜
平
成
15
年
３
月
31
日
（
勤
務

成
績
に
よ
り
１
年
単
位
で
更
新

し
ま
す
）

職
種
�
運
営
ス
タ

ッ
フ
兼
相
談
員

職
務
内
容
�

市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
事
業

の
企
画
・
実
施
・
補
助
、
外
国

人
に
対
す
る
英
語
に
よ
る
生
活

相
談
用
務
等

勤
務
場
所
�
長

岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
な

が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
）

応
募
資
格
�
昭
和
57
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
日

常
会
話
お
よ
び
英
語
検
定
2
級

程
度
の
語
学
力
を
有
し
、
パ
ソ

コ
ン
で
文
書
や
資
料
の
作
成
が

で
き
る
人

報
酬
�
月
額
１
５

７
、４
０
０
円

勤
務
日
�
土
・

日
・
祝
日
を
含
む
月
16
日
程
度

（
時
間
は
原
則
と
し
て
午
前
10

時
〜
午
後
７
時
）

試
験
日
�

９
月
18
日
水�
申
し
込
み
�
９

月
10
日
火�
（
消
印
有
功
）
ま
で

に
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
指
定
カ
所
に
写

真
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
）
を
添
付
し
て
〒
９
４
０

｜
０
０
６
２
大
手
通
２
の
２
の

６
長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

�
39
・
２
７
１
４
へ
（
郵
送
の

場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
と
し
、

封
筒
の
表
に
赤
字
で
「
採
用
申

込
書
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
）

�
D
(
EF
G
H
I
J
f
�

☆
私
立
幼
稚
園
協
会

受
け
付
け
�
10
月
１
日
火�
か
ら

対
象
�
３
〜
５
歳
児
（
平
成
15

年
４
月
１
日
現
在
）

申
し
込

み
�
各
幼
稚
園
へ

☆
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部

附
属
幼
稚
園

募
集
人
数
�
３
歳
児
20
人
程
度
、

４
歳
児
10
人
程
度

願
書
の
請

求
�
10
月
１
日
火�
〜
31
日
木�
の

平
日
に
附
属
長
岡
校
園
事
務
室

（
学
校
町
１
の
１
の
１
）
�
32

・
４
９
５
６
へ
直
接

せ
る
長
岡
実
行
委
員
会
事
務
局
・
久

保
さ
ん
�
・
�
34
・
０
５
１
７

K
�
�
�
L
e
M
N
O
P
e�
QQ
R

S
�
�
�
T
U
5
V
W
U
X

Y
Z
[
C
d
f
�

採
用
予
定
日
�
平
成
15
年
４
月
１
日

職
種
と
人
員
�
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

人
程
度

職
務
内
容
�
心
身
の
障
害

や
傷
病
の
あ
る
高
齢
者
等
の
家
庭
を

訪
問
し
て
の
食
事
・
掃
除
・
洗
濯
・

入
浴
等
の
身
の
回
り
の
世
話
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成

受
験
資
格
�
昭
和

28
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
申
し
込
み
時
に
介
護
福
祉
士
・

介
護
支
援
専
門
員
・
普
通
自
動
車
運

転
免
許
の
資
格
及
び
免
許
を
す
べ
て

有
す
る
人

試
験
日
�
第
１
次
試
験

…
10
月
14
日
祝�
、
第
２
次
試
験
…
11

月
上
旬

□\
・
□]
９
月
17
日
火�
〜
27

日
金�
に
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
長
岡
市
水
道
町
３
の
５
の
30
）
へ

試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
�
長
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
室
（
市
役
所
幸
町
分
室
）
で

配
布

Y
^
_
`
g
h
i
5
�
j
k

l
m
i
f
�

家
庭
で
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
体
験
を

語
り
合
い
、
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
�
11
月
7
日
木�
、
8
日
金�
会

場
�
蓬
平
温
泉
「
和
泉
屋
」

対
象

�
家
庭
で
寝
た
き
り
老
人
、
痴
呆
老

人
、
重
度
心
身
障
害
児
・
者
の
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
人

定
員
�
先
着

15
人

内
容
�
懇
談
会
、
施
設
見
学

ほ
か

参
加
料
�
５
、０
０
０
円

□\

９
月
９
日
月�
〜
10
月
11
日
金�
に
電
話

で

no

p
q
r
s
t
u
v
w

x
y
z
{
|
}
~
�
�

募
集
画
地
�
24
画
地
（
陽
光

台
１
・
３
丁
目
）

募
集
期

間
�
10
月
５
日
土�
〜
15
日
火�

概
要
�
借
地
期
間
51
年
間

（
更
新
不
可
）、
３
年
経
過
後

に
土
地
の
買
取
可
、
２
年
以

内
に
住
宅
建
設
、
借
地
権
の

譲
渡
可
、
公
団
に
対
す
る
建

物
買
取
請
求
権
な
し

保
証

金
・
賃
料
�
保
証
金
（
期
間

満
了
時
無
利
息
返
還
）
と
賃

料
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
選

択
制
（
例
え
ば
、
75
坪
の
土

地
を
借
地
す
る
場
合
、
３
０

０
万
円
の
保
証
金
を
納
め
る

と
、
月
額
賃
料
は
８
、０
０
０

円
程
度
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
�
ち
い
き
公
団

分
譲
課
�
47
・
１
５
０
０
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▲東新町３丁目町内会
のみこし（今年度の助
成で購入）

中
沢
白
ゆ
り

鵬
第
一

長

峰

白
ゆ
り

明

幸

東

光
鵬

希
望
が
丘

太

陽

中

島

長

生

長
岡
み
の
り

長
岡
和
光

長
岡
天
使

長
岡
聖
母

帝
京
長
岡

幼
稚
園
名

中
沢
町

緑
町
１

下
山
２

下
条
町

錦

１

上
条
町

豊

２

福
島
町

希
望
が
丘
１

中
島
１

草
生
津
３

石
内
２

長
町
２

表
町
４

福
住
３

干
場
１

所
在
地

�
33
・
７
５
０
４

�
28
・
１
５
０
０

�
27
・
２
３
４
０

�
22
・
３
６
９
９

�
33
・
８
７
１
７

�
35
・
５
１
６
６

�
36
・
５
６
０
０

�
22
・
７
０
５
０

�
27
・
０
６
１
０

�
34
・
０
４
０
０

�
33
・
５
３
２
５

�
32
・
３
５
８
４

�
34
・
２
５
９
７

�
32
・
４
７
２
７

�
32
・
４
９
４
７

�
32
・
３
５
１
６

電

話

�
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Ú
Û
Ü
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ß
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á
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直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
10
月
１
日
火�
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分

会
場
�
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

対
象
�
家

庭
用
は
か
り
（
体
重
計
、
キ
ッ

チ
ン
ス
ケ
ー
ル
等
）、
家
庭
・
医

療
機
関
・
学
校
等
の
体
温
計
、

血
圧
計
（
検
査
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

�
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
32
・

０
０
２
２

�
ã
ä
e
Ü

å
ç
è
é
ê
ë
ì
í
î
ï
ð

高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
敬
老
会
は
、
各
地

区
単
位
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
各
地
区

の
福
祉
会
、
福
祉
協
議
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
案
内
し
ま
す
（
地
区
に
よ
り

開
催
日
は
異
な
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
�
介
護
保
険
課
�

39
・
２
２
４
５

�
ñ
ò
ó
ô
õ
:
;
<
=

ö
÷
ø
)
ù
ú
O
û
ü

11
月
中
旬
ま
で
、
八
方
台
休

暇
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
休

暇
セ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の
立
入
り

が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
道
長
岡
・
栃
尾
・

巻
線
沿
い
の
成
願
寺
町
、
西
片

貝
町
、
栃
尾
市
を
中
心
に
大
型

車
両
が
通
行
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
観
光
課
�
39
・

２
２
２
１

�
ý
Ù
5
þ
ÿ
í
ff

�
�
U
R
�
þ
�
5
�
�
Ü

�
	
ù


�
ï
a
b
c
d

稲
刈
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の
焼
却

に
よ
る
煙
公
害
が
発
生
し
、
ぜ

ん
息
の
悪
化
や
目
・
の
ど
の
痛

み
、
交
通
へ
の
障
害
な
ど
、
多

く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
を
な
く
し
、
美
し
い
農

村
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
稲
わ
ら
・
も
み
殻
を
使
っ
て

元
気
な
田
ん
ぼ
に
！

稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
大
切
な

有
機
資
源
で
す
。
燃
や
さ
ず
、

土
に
も
ど
し
、
有
効
活
用
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

〈
土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
す
き
込
み
は
10
月
20
日
ま
で
に

②
土
壌
改
良
剤
（
よ
う
り
ん
、

ケ
イ
カ
ル
）
で
分
解
促
進
を

③
５
〜
10
㎝
程
度
の
浅
う
ち
で

④
地
表
水
を
排
除
し
通
気
性
を

高
め
る

問
い
合
わ
せ
�
農
林
振
興
課
�

39
・
２
２
２
３

K
e
a
f
Ý
�
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Ý
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Ý
ff
ú

�
Ý
k
�
�
;
%
&
�
f
�

期
日
�
９
月
29
日
日�
行
き
先
�
中

蒲
原
郡
村
松
町

参
加
料
�
大
人
２
、

５
０
０
円

内
容
�
車
椅
子
の
介
助

や
参
加
者
の
誘
導
な
ど

持
ち
物
�

昼
食

□\
・
□]
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
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●
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
に
よ

る
苦
情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
次
に

掲
げ
る
例
外
を
除
き
「
何
人
も

廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
野
外
焼
却
を
厳

し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
、
市
の
収
集
へ

出
し
、
事
業
所
の
ご
み
は
許
可

業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
、
野

外
焼
却
を
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
焼
却
禁
止
の
例
外
】

①
一
般
家
庭
の
庭
先
に
お
け
る

た
き
火
程
度
の
も
の
（
苦
情

を
伴
う
よ
う
な
も
の
は
こ
れ

に
あ
た
り
ま
せ
ん
）

②
燃
焼
に
必
要
な
空
気
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
出
来
、
か
つ

空
気
取
入
口
と
煙
突
の
先
端

以
外
が
外
気
と
遮
断
で
き
る

焼
却
炉
を
使
用
し
て
焼
却
を

行
う
場
合
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
で
も
、
煙
突
の
先
端
以

外
か
ら
燃
焼
ガ
ス
が
排
出
さ

れ
た
り
、
煙
突
か
ら
火
炎
や

黒
煙
、
焼
却
灰
、
未
燃
物
が

排
出
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で

の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
③
公
益
上
ま
た
は
社
会
慣
習
上

や
む
を
得
な
い
、
さ
い
の
神
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど

●
焼
却
炉
を
お
持
ち
の

事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
14
年
12
月
1
日
か
ら
、

使
用
で
き
る
焼
却
炉
の
構
造
基

準
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、
次

の
①
〜
③
の
基
準
に
適
合
し
な

い
焼
却
炉
は
、
全
て
使
え
な
く

な
り
ま
す
。

①
燃
焼
室
で
発
生
す
る
ガ
ス
の

温
度
が
８
０
０
℃
以
上
の
状

態
で
焼
却
が
で
き
る
も
の

②
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で

定
量
ず
つ
廃
棄
物
を
燃
焼
室

に
投
入
で
き
る
も
の

③
燃
焼
中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温
度

を
測
定
す
る
た
め
の
装
置
お

よ
び

燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を

保
つ
た
め
に
必
要
な
助
燃
装

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

事
業
所
が
こ
れ
ら
の
基
準
に

違
反
し
て
焼
却
を
行
っ
た
場
合

は
、
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
と

見
な
さ
れ
、
３
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
又
は
そ
の
併
科
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

す
で
に
、
お
使
い
の
場
合
や
、

新
た
に
購
入
す
る
際
は
、
販
売

店
や
メ
ー
カ
ー
に
新
し
い
基
準

に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
環
境
政
策
課
�

24
・
０
５
２
８
、
長
岡
健
康
福

祉
環
境
事
務
所（
長
岡
保
健
所
）

環
境
課
�
38
・
２
５
３
３
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テーマは「長岡の冬を楽しむグッズ」（食品、包装用
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あなたの作品を〒940-8501幸町２の１の１長岡市工

業振興課内、長岡おみやげデザインコンペティション
実行委員会�36・7385、Ｅメールj����＠�������
�����
���
������へどうぞお寄せください。

問い合わせ＝工業振興課�39・2222

"
k
l
m
¥
¦
§
¨
©

９
月
１
日
か
ら
、
悠
久
町
地
区
の

町
名
が
変
わ
り
、
新
た
に
悠
久
町
一

〜
四
丁
目
が
で
き
ま
し
た
（
左
図
参

照
）。

問
い
合
わ
せ
�
市
民
課
�
39
・
２
２

１
５

n

o

※
今
月
、
シ
リ
ー
ズ
「
く
ら
し
の
情
報
」
は
休
み
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人
と

そ
の
被
扶
養
者
に
は
、
退
職
者

医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す（
老

人
医
療
制
度
対
象
者
は
除
く
）。

条
件
�
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、

船
員
保
険
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
、
ま
た
は

40
歳
以
後
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
の
人

退
職
者
医
療
制
度

適
用
後
の
負
担
額
�
入
院
…
２

割
、
入
院
中
の
食
事
（
１
日
）

…
７
８
０
円
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
６
５
０
円
、
長
期
入
院

は
５
０
０
円
）、
外
来
…
本
人
２

割
、
被
扶
養
者
３
割
（
薬
を
も

ら
っ
た
と
き
は
別
に
薬
剤
負
担

金
が
必
要
）
手
続
き
�
加
入
期

間
を
証
明
す
る
年
金
証
書
ま
た

は
裁
定
通
知
書
を
持
っ
て
市
民

課
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
�
国
保

医
療
課
�
39
・
２
２
２
０

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
準
・
パ
ー
ト
職

員
）
…
各
５
人
、
介
護
支
援
専
門
員

・
運
転
員
兼
介
助
員
（
パ
ー
ト
職
員
）

…
４
人
、
生
活
相
談
員
・
言
語
聴
覚

士
・
調
理
員
（
準
・
パ
ー
ト
職
員
）

…
各
３
人
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
事
務
職
員
（
正
・
準
職
員
）・

管
理
栄
養
士
…
各
２
人
、
介
護
予
防

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
施
設
管
理
員

…
各
１
人

勤
務
地
�
長
岡
市
、
三

島
町
、
与
板
町
、
寺
泊
町
、
和
島
村

の
法
人
施
設
内

採
用
試
験
�
10
月

16
日
水�
□"
９
月
30
日
月�
ま
で
に
槇

山
町
１
５
９
３
の
１
社
会
福
祉
法
人

長
岡
三
古
老
人
福
祉
会
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
�
29
・

２
５
０
０
へ（
要
項
請
求
も
）

#$

▲国営越後丘陵公園・市民花壇のテランセラ

テ
ラ
ン
セ
ラ
は
、
別
名
で
ア

キ
ラ
ン
サ
ス
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ヒ
ユ
科
で
常
緑
宿
根
性

の
観
葉
植
物
で
す
が
寒
さ
に
は

弱
く
、
霜
が
お
り
る
地
域
で
は

露
地
で
の
越
冬
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
に
は
明
治
中
期
に
渡
来

し
た
よ
う
で
す
。
最
初
は
室
内

用
の
観
葉
植
物
と
し
て
扱
わ
れ
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
花
壇
に
植

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

草
丈
は
15
㎝
ほ
ど
で
、
花
は

観
賞
価
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。
秋

に
葉
色
が
変
色
し
て
赤
色
に
な

る
品
種
と
黄
色
に
な
る
品
種
の

２
つ
が
一
般
的
で
す
。

現
在
は
、
花
壇
の
縁
ど
り
や

文
字
、
模
様
を
描
く
の
に
用
い

ら
れ
た
り
、
寄
せ
植
え
に
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

%
&
'
(
)
*
+
,

（
冬
越
し
）
翌
年
に
ふ
や
す
親

株
と
し
て
、
霜
に
あ
わ
せ
な
い

う
ち
に
５
号
鉢
に
と
り
、
10
℃

以
上
の
室
内
で
越
冬
さ
せ
ま
す
。

春
は
降
霜
の
心
配
が
な
く
な

る
、
八
重
桜
が
散
っ
た
後
に
屋

外
に
出
し
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）
タ
ネ
が
で
き
な

い
の
で
、
挿
し
芽
や
株
分
け
で

ふ
や
し
ま
す
。

越
冬
し
た
親
株
を
日
当
た
り

の
よ
い
露
地
に
植
え
ま
す
。
気

温
が
20
℃
前
後
に
な
る
と
茎
が

伸
び
始
め
る
の
で
、
茎
を
３
㎝

く
ら
い
の
挿
し
芽
と
し
て
と
り

ま
す
。

こ
れ
を
赤
玉
土
な
ど
清
潔
な

土
を
使
っ
た
挿
し
床
に
、
葉
が

触
れ
合
う
程
度
の
間
隔
に
挿
し

て
十
分
に
水
を
与
え
ま
す
。
半

日
陰
の
と
こ
ろ
に
置
き
、
土
が

乾
く
前
に
水
を
与
え
て
い
る
と

１
週
間
ほ
ど
で
発
根
し
ま
す
。

２
週
間
後
に
は
、
例
え
ば
赤

玉
土
７
、
牛
ふ
ん
堆
肥
３
の
割

合
の
混
合
土
で
３
号
ポ
ッ
ト
に

仮
植
し
ま
す
。
繁
殖
力
が
大
変

旺
盛
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
繰
り
返
す
こ
と
で
１
つ
の
親

株
か
ら
50
株
は
容
易
に
ふ
や
せ

ま
す
。

１
、
２
回
の
摘
芯
や
刈
り
込

み
を
し
て
、
株
が
低
い
こ
ん
も

り
と
し
た
苗
を
育
て
ま
す
。

（
植
え
付
け
）
日
当
た
り
の
よ

い
と
こ
ろ
を
好
み
ま
す
。
８
月

上
旬
ま
で
に
は
、
花
壇
の
縁
ど

り
や
寄
せ
植
え
と
し
て
定
植
し

ま
す
。
赤
と
黄
の
２
色
で
花
壇

に
好
み
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
の

も
楽
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
ベ
ゴ
ニ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
他

の
草
花
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
肥
料
は
与
え
過
ぎ
る

と
、
葉
の
色
が
き
れ
い
に
出
ま

せ
ん
。
薄
い
液
肥
を
２
、
３
回

与
え
る
程
度
に
し
、
９
月
に
入

っ
た
ら
と
く
に
チ
ッ
素
肥
料
は

効
い
て
い
な
い
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

（
病
害
虫
）
病
害
虫
の
心
配
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
オ
ル
ト
ラ
ン
粒
剤
な
ど

を
散
布
し
て
や
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
6

灼
熱
の
太
陽
の
下
で
咲
き
誇
っ
て
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
や
ポ
ー
チ
ュ
ラ

カ
。
そ
ん
な
盛
夏
を
彩
る
花
々
も
、
涼
風
と
と
も
に
秋
の
花
々
へ
と

移
り
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
急
に
葉
色
が
鮮
明
に
な
っ
て
存
在
を
発
揮
す

る
の
が
テ
ラ
ン
セ
ラ
で
す
。

今
月
は
、
テ
ラ
ン
セ
ラ
の
紹
介
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇9:;
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F+GH,C>IJKLME

今月の市政だよりと一緒に配布した「家庭ごみ
の有料化についてのアンケートのお願い」をご覧
のうえ、アンケートはがきをご返信ください。多
くのみなさんの回答をお待ちしています。

問い合わせ＝環境業務課�24・2837

NOPQRSTUVWX
市議会の本会議や委員会を公開しています。
みなさん気軽においでください。

NOPYZ[\P(]^

時間＝本会議…午後１時から、常任委員会…
午前10時から、議会運営委員会…午前11時30
分から 傍聴定員＝本会議65人（車いす２人
含む）、委員会７人

問い合わせ＝議会事務局�39・2244

_ ` g h i g j

10日火� 議会運営委員会 第二委員会室
本会議（招集日） 議 場

11日水� 本会議（予備日） 議 場
12日木� 本会議（予備日） 議 場
17日火� 建設委員会 第一委員会室
18日水� 文教社会委員会 第一委員会室
19日木� 産業環境委員会 第一委員会室
20日金� 総務委員会 第三委員会室

25日水� 議会運営委員会 第二委員会室
本会議（最終日） 議 場

k
l
m
n
o
p
q
r
s
t
#
u
v
w

x
y
a
z
{
|
}

期
間
�
10
月
26
日
土�
〜
来
年
２
月
８

日
土�
（
土
曜
日
ス
ク
ー
リ
ン
グ
７
日

間
と
実
習
４
日
間
を
含
む
）

定
員

�
40
人

受
講
料
�
７
０
、０
０
０
円

（
助
成
制
度
あ
り
）

□"
９
月
27
日

金�
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

〒
９
４
０
｜
２
１
２
７
新
産
３
の
６

の
５
中
越
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
㈱
内

Ｗ
Ａ
Ｃ
中
越
�
47
・
８
１
８
１
へ

k
~
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
|
}

期
日
�
９
月
21
日
土�
、
22
日
日�
会

場
�
長
岡
技
術
科
学
大
学
構
内

一

区
画
�
２
ｍ
×
２
ｍ
（
食
品
販
売
不

可
）

□"
９
月
14
日
土�
ま
で
に
は
が

き
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
〒
９
４
０
｜
２
１
８
８
上
富
岡

町
１
６
０
３
の
１
技
大
祭
実
行
委
員

会
�
47
・
９
２
５
３
（
学
生
課
）
へ

k
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
|
}

起
業
や
新
分
野
進
出
に
役
立
つ
経

営
戦
略
、
法
務
、
資
金
調
達
な
ど
を

衛
生
通
信
セ
ミ
ナ
ー
で
学
び
ま
す
。

日
時
�
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分

会
場
・
□"
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）・
開
発
援

助
課
�
37
・
０
４
５
０

k
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
p
|
}

採
用
予
定
日
�
平
成
15
年
４
月
１
日

職
種
と
募
集
人
員
�
介
護
職
員
（
準

職
員
含
む
）
…
20
人
、
看
護
職
員
・
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ÀÁÂÃÄÅ(ÆÇCÈÉ

ÊËZÊ]XÌ­ÍÎÏMWCXXÐÑÒÓ(ÔÕÖ×ØÙÉU¿
ÚEÛÙVÜÝÂÎÞß �¥�à¤¤¤�

Ê áâãäåÛ×ØÙÉU¿

平成14年９月30日まで

１割負担又は定額負担 ç
平成14年10月１日から

１割負担又は２割負担
※基準所得以上の人、又は基準所得以上の70歳
以上の人と同居の老健対象者は２割負担

è áâãäéêÖëZÖì×ØÙÉU¿
同じ月内に、次の表の限度額を超えて自己負担金を支払ったときは、申請により、超えた分の払い戻しが受けられます。

í îïÂÀ(ðñòó×ØÙÉU¿
現在は、70歳になると老人保健の対象となりますが、昭和７年10月１日以降に生まれた人からは、75歳になったら

老人保健の対象になります。

îïÂÀ(ðñÒªôïëõö÷òYZ¥�]øùCúUûÑïì

Ê áâãäåÛ×ØÙÉU¿

平成14年９月30日まで
３割負担 ç

è áâãäéêÖëZÖì×ØÙÉU¿

üý�þÿff(ï

平成14年９月30日まで
上 位 所 得 者 121,800円＋１％〔４回目以降70,800円〕
市民税課税世帯 63,600円＋１％〔４回目以降37,200円〕
市民税非課税世帯 35,400円 〔４回目以降24,600円〕

ç
平成14年10月１日から

上 位 所 得 者 139,800円＋１％〔４回目以降77,700円〕
市民税課税世帯 72,300円＋１％〔４回目以降40,200円〕
市民税非課税世帯 変更なし

�
�
※上位所得者は国民健康保険加入者の所得合計が、
年額670万円を超える世帯の人です

�
�üý�þø�(ï(áâãäåÛ­áâãäéêÖ¬­

îïÂÀ(ðñÒªôïÒ��µ¿ ȩ̈ý þXÌîïÂÀ(ðñì

Ý�ÀÁÂÀC	
T&Eôïëõö÷ò¡�ZÊ]øaCúUûÑïì

平成14年10月１日から
３歳未満の乳幼児 ２割負担
３歳以上70歳未満 ３割負担

70歳以上 １割負担又は２割負担〔基準所得以上の人、又は、基準所得
以上の国保加入老健対象者と同居の70歳以上の人は２割負担〕

平成14年９月30日まで
区 分

一 般

低
所
得
者

外 来 入 院

3,200円
大病院は
5,300円

37,200円

市民税非課税世帯 24,600円
老齢福祉年金受給者 15,000円

平成14年10月１日から
区 分

基準所得以上の人
一 般

低
所
得
者

外 来 入 院
40,200円 72,300円＋１％〔４回目以降40,200円〕
12,000円 40,200円

※低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
※低所得者Ⅰ 15,000円

b
c

「基準所得以上の人」は、上記１の２割負担の人が該当します。
※「低所得者Ⅱ、Ⅰ」は、市民税非課税世帯の人が該当になります
（申請が必要です）。

d
e

b
c

※基準所得以上の人
・単身世帯で年金収入のみの
場合…約380万円以上

・夫婦２人世帯で年金と給与
収入の場合…約630万円以上

d
e

N�fH��
+�H����(Í�ÌV
９月23日祝�は、ホストコンピュータの整備

・点検のため市民サービスセンターの業務を
休止します。

問い合わせ＝市民課�39・2215
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